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終章 両立支援の現状と課題 
 
 

本報告書は、調和（両立）の課題において大きな焦点になる仕事と育児・介護との両

立について、「仕事と生活調査」の分析結果に基づき、実態及び課題を明らかにした。分

析から得た知見を要約し、政策的なインプリケーションを纏めておくことにしたい。 

 
１ 各章の知見の要約 
第１章の結論 

今日の両立支援策は、少子化対策のもと、企業、家族、地域社会のそれぞれにおいて

充実が図られつつあるが、今日の少子化対策で提案されている支援策のメニューは、あ

まりに多岐に渡りすぎている。企業・家族・地域社会の特性に応じて実効性の高い支援

策を充実させるために、これら三者が相互に連携することが重要である。そのためには、

企業・家族・地域を横断的に取り上げ、実効性の高い支援策を総合的に明らかにする研

究が重要である。 

 
第２章の結論 
 未婚化により出産していない女性が増えることにより、労働市場に留まる女性は増え

ているが、出産しても仕事を続ける女性は増えていない。仕事を続けるならば出産はし

ない、出産するならば仕事はやめる、という、＜仕事か育児か＞の二者択一的状況は、

均等法施行以後に初職を開始した世代においても根強く残っている。 

 
第３章の結論 
 高学歴化を未婚化の要因とする議論は、若い世代にはあてはまっていない。学歴に代

わって、雇用形態と育児休業制度の有無が出産するか否かを規定しており、初職が正規

雇用であるほど、初職勤務先に育児休業制度があるほど、出産している。したがって、

出産せずに仕事をつづける女性が結婚・出産できるためには、若年雇用の安定化と個々

の企業において育児休業制度の規定を設けることが重要である。 

 
第４章の結論 
 育児休業制度の普及により継続層の裾野は広がっているが、妊娠期間が就業継続の大

きな壁となっていること、「1950～60 年生」では就業継続していた層が「1961～75 年生」

では退職していることにより、継続する比率が全体として高まっていない。個々の企業

は育児休業制度と共に勤務時間短縮等の措置を導入し、この二つの制度が相乗的に効果

を発揮することで、支援の効果を高めることが重要である。 
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第５章の結論 
 育児休業法施行後のコーホートにおいても、勤務先に育児休業制度の規定があるほど、

休業取得している。その一方で、勤務先に育児休業制度があっても制度の内容や職場環

境を理由に取得しない女性が少なくない。育児休業取得が可能となるために、休業取得

が法律で保障されている今日においても、個々の企業は育児休業制度の規定を設けると

共に、休業取得しにくい職場環境を取り除くことが重要である。 

 
第６章の結論 
 企業の育児休業制度・勤務時間短縮等の措置、家族における夫の家事・育児参加、地

域社会の保育所には、出産女性の就業継続を高める効果があるが、単独では効果がなく、

相互に組み合わさることで就業継続を高めている。育児休業取得による就業継続と夫の

育児参加、保育所利用との関係においては、保育所開始時の子の年齢が 0 歳であるほど、

１歳であるほど休業取得して継続している。企業・家族・地域社会の連携による体系的

な支援により、支援策利用における制度間の接続を円滑にすることが重要である。 

 
第７章の結論 

男性の回答から見ると、家事・育児分担は、親と同居している場合、親族への依存が

高くなっているが、妻の就業、雇用者における育児休業ニーズなどによって夫の家事・

育児分担の割合が高くなり、妻の分担の割合が低くなっている。その一方で、夫の長労

働時間労働、高い頻度の深夜勤務、雇用者における夫の長時間通勤、夫の伝統的な性別

役割分業意識などによって、妻の家事・育児分担の割合が高くなり、夫の分担の割合が

低くなっている。男性の家事・育児分担を高めるためには、男性の労働時間等の削減を

はじめとする労働・職場環境の改善が重要である。 

 
第８章の結論 

男性の回答から見ると、仕事と育児の両立支援制度は導入が進んでいるが、まだ十分

な水準とはいえない。また、制度があったとしても制度の周知が十分ではない。育児休

業を取得したり、仕事の調整をしたりして育児にかかわる男性はごくわずかである。そ

の一方で、看護休暇制度のニーズは比較的高く、１/３ができれば育児休業取得したいと

の考えを持っている。労働者の多様なニーズに応える多様な両立支援策の整備と、男性

が育児にかかわることのできる職場環境の構築が必要である。 

 
第 9 章の結論 
 介護イベントが生じても、終了までに仕事を変更・辞めることは少ない。調整も必要

としていない。介護休業取得者も、わずかである。しかし、全くいないわけではない。
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主たる介護役割を担った人は、仕事との両立のために職場にあった支援策を利用した。

また、雇用労働者の半数は、介護のために仕事を休んだ経験がある。どの休みを使用す

るかは、雇用形態によって異なる。介護のために欠勤するという実態は見過ごせないだ

ろう。これをなくすためにも、雇用労働者全体に適応される介護のための休暇を独自に

用意するなど、職場の努力が必要だ。 

 
第 10 章の結論 
 介護休業取得ニーズは、労働者の半数にある。とりわけ、一部の層から、介護は切実

な問題として認識されている。現在の職場に介護の両立支援策として、どのようなもの

があるのか、労働者に情報が周知・徹底されていない。「わからない」「いずれもない」

の回答が 75%を占めている。介護休業制度を除いた支援メニューの導入が乏しい。しか

も、休業ニーズのある層には、職場に制度がないという状況である。また、休業取得に

際し、同僚への気遣い・上司との関係・復職への不安・昇進や昇給の不安などの懸念を

抱いている。職場は、制度を充実させるだけでなく、懸念を取り除く努力も必要だ。 

 
２ 政策的インプリケーション 

女性の出産・育児、子育て期の男性の家事・育児参加、介護に関して、各章から様々

に有意味な示唆が得られるが、総合すると、中間報告として核となるインプリケーショ

ンは以下のとおりである。 

仕事と育児・介護の両立において、育児休業制度・介護休業制度は企業の支援策の柱

であるが、分析結果から示唆される重要なポイントは、これらの制度単独ではなく、企

業・家族・地域社会における複数の支援策が柔軟かつ体系的に結合することにより両立

が可能となることである。分析結果から得られる政策的インプリケーションは、次のよ

うに要約することができる。 

 

① 出産せずに仕事を続ける女性が増加する一方で、出産する女性の多くは今日でも退職

している。この二者択一を克服するためには、企業における育児休業制度及び勤務時

間短縮等の措置、家族における夫の家事・育児参加、地域における保育所利用が相互

に連携することが重要である。 

② 男性の育児休業取得ニーズは高いが、仕事を休んだり、調整したりしてまで家事・育

児にかかわる男性は極めて稀である。育児休業取得促進に加えて、労働時間の短縮や、

在宅勤務、裁量労働、フレックスタイムなどの弾力的な働き方を推進し、労働者の実

情に応じた両立支援策を拡充することが重要である。 
③ 介護においては、高い休業取得ニーズにもかかわらず、その取得はほとんど進んでお

らず、多くの場合、有給休暇や欠勤で対応している。介護休業制度と勤務時間短縮等
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の措置を介護の実情に応じて柔軟に利用できるようにすることが重要である。 

 

女性の出産・育児 
今日でも、女性は仕事と育児の二者択一状況に置かれており、出産せずに仕事を続け

る女性が増加する一方で、出産する女性の多くは依然として退職している。この状況を

克服するために、企業においては、育児休業制度に加えて、勤務時間短縮等の措置の拡

大が課題であるが、支援策が実効性をもつためには、企業の支援策と家族における夫の

家事・育児参加、地域の保育所が連携し、体系的に支援を拡充することが重要である。 
育児休業制度は、子の保育所入所年齢と関係しており、休業明けに保育所を利用でき

ることが休業取得の重要な条件となっている。2005 年 4 月施行の改正育児・介護休業法

により、保育所に入所できない場合は 1 歳半まで休業延長可能となったが、低年齢保育

の実施状況には地域差がある。そうした地域特性に応じて、個々の企業は、育児休業取

得期間を設定することが重要である。反対に、地域社会においても、住民である労働者

の育児休業取得期間に応じて保育所定員を設定することが重要である。こうした企業と

地域社会の連携により、育児休業制度と保育所が相互補完的に機能し、支援の効果を高

めることが重要なのである。 
勤務時間短縮等の措置については、短時間勤務制度、フレックスタイム制、始業・終

業時刻の繰上げ・繰下げ、所定外労働の免除、事業所内託児所の何れかの中から、一つ

導入することになっているが、労働者にとって重要な措置の内容は、家族環境や地域環境

によって様々である。個々の企業が導入する措置が有効に機能するためには、夫婦の家事・

育児分担状況や保育所利用状況に対応していることが重要である。  

 
子育て期の男性の家事・育児参加 

女性の就業にとって、夫の家事・育児は重要な支援であるが、男性が仕事を休んだり、

調整したりしてまで家事・育児をすることは今日でも極めて稀である。男性の育児休業

取得は重要課題とされているが、これと共に、多様な支援策を男性が利用できるよう、

働き方を多方面から見直し、育児を担いやすい雇用環境を整えることが重要である。 
男性労働者の育児休業取得ニーズは高いが、休業取得者は非常に少ない。そもそも育

児休業制度の存在が男性労働者に十分認知されていない。企業と行政の双方から、男性

労働者への周知徹底が必要である。そして、男性の育児休業取得のモデルケースとなる

実績作りの取り組みが必要である。 
これに加えて、労働時間の短縮や、在宅勤務、裁量労働、フレックスタイム、交代制・

シフト勤務等の弾力的な働き方の推進により、男性が家事・育児を担える雇用環境を整

える必要がある。育児休業取得ニーズは、労働時間が長いほど、夜間・深夜に働いてい

るほど、土日・祝日に働いているほど高い。忙しくて子育てにかかわることができない、
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休みたくても休めないという状況が、育児休業取得ニーズという形で強く表れている。 

 
介護 

介護については、育児との相違点に留意して両立支援策の充実を図る必要がある。介

護は、家族・親族関係、要介護者が介護を必要とする程度、介護期間等の個別性が高く、

育児以上に柔軟な支援が必要である。だが、現行の介護休業制度には、そうした介護の

実態に対応できていない面が多々ある。 
雇用労働者の多くが介護休業取得ニーズをもっているが、実際には介護休業制度も勤

務時間短縮等の措置も、ほとんど利用されていない。しかし、介護経験者の半数は、介

護のために仕事を休んだ経験があり、多くの場合、有給休暇や欠勤で対応している。現

行の休業制度の枠組みは、介護の実態に対応していないと言わざるを得ない。労働者の

介護の実態を反映した、柔軟な介護休業制度が必要である。 
育児・介護休業法では、働きながら介護することを容易にするため、短時間勤務制度、

フレックスタイム制、始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ、介護サービスの費用助成等、勤務

時間短縮等の措置を講ずることが企業の義務とされている。その期間は、介護休業と通

算して 93 日までとされている。しかし、介護は育児と異なり、いつ終わるか先が読めな

い。しかも、長期化する可能性が高い。勤務時間短縮等の措置が実質的に機能するため

には、こうした介護の実態に即している必要がある。 

 
結論 

仕事との両立が可能となるためには、育児・介護それぞれの課題に応じて、企業・家

族・地域社会の支援策を柔軟かつ体系的に拡充することが重要である。 

育児においては、次世代育成支援対策推進法施行により、今後、男女双方を対象とし

た多種多様な支援策が企業や地域社会に導入されると予想される。介護においては、少

子高齢化の進行とともに、家族・親族のサポートが得られず、仕事の負担も重い労働者

が、主たる介護役割を担う可能性が高まると予想される。育児・介護双方において、従

来にも増して両立が重要な課題になると考えられる。 
しかし、個々の支援策がバラバラに導入されても、効果は期待できない。両立支援策

の充実に当たり、企業は、労働者の家族環境や地域環境を考慮する必要がある。そして、

行政においては、企業・家族・地域の連携が可能となるよう、指針、情報提供、助言等を行

うことが重要な役割を果たすものと考えられる。 
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「仕事と生活調査」本人票 

 

２００５年６月 

社団法人 新情報センター 

 

地点番号 対象番号 調査員名 点検者名 

        

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦⑧＝01  

 

問１ あなたのお生まれは何年何月ですか。西暦でお答え下さい。…何歳ですか。 

 

（    ）年（  ）月 満（   ）歳 

 

問２ あなたは、現在、結婚されていますか。…配偶者の方はご健在ですか。 

 

 1 2 3 

   未婚者            有配偶者             離・死別者 

 

    「本調査票」のみ     「本調査票」と「配偶者調査票」     「本調査票」のみを 

    を完成させる       の両方を完成させる           完成させる 

 

おそれいりますが、配偶者の方にも、のちほどご説明します調査に 

ご協力をいただきたく存じますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 本日お伺いする内容は大きく分けて仕事、育児、介護についてです。個々の質問を始める前にそれぞれの現状を確認

させていただきます。最初に仕事についてお聞きします。 

【仕事】 

予備質問１（問８・問15へ転記） 現在、仕事をしていますか。内職、パート、アルバイト等も職業に含めてお答えく 

                         ださい。ただし、学生のアルバイトは職業に含めないでください。 

 

1 有職 → 予備質問２へ 2 無職 → 予備質問３へ 3 学生→ 予備質問３へ 

 

予備質問２（問15(1)へ転記） これまでに、現在の勤め先または事業、商売以外に仕事をしたことがありますか。（あ 

             る方に）あなたが経験した勤め先、またはやられた事業や商売はいくつですか。二つ以上 

の会社に同時に勤務した経験がある場合、主な勤め先だけでなく、同時に勤めた会社もす 

べて数えてお答え下さい。ただし、同一企業内で事業所を移動した場合、出向した場合、 

再雇用された場合、勤め先が合併や名称変更した場合は、同じ勤め先にいたとお考え下さい。 

 

1 ある → 勤め先または事業や商売の数（     ） ※問16でそれぞれの勤務状況を回答 

2 ない 

（予備質問４へ） 

 

 

⑨～⑫ 

⑬⑭ 

⑮⑯ 

⑰
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予備質問３（問15(2)へ転記） これまでに、仕事をしたことがありますか。内職、パート、アルバイト等も職業に含 

                       めてお答えください。ただし、学生時代のアルバイトは職業に含めないでください。（あ 

る方に）あなたが経験した勤め先、またはやられていた事業や商売はいくつですか。二 

つ以上の会社に同時に勤務した経験がある場合、主な勤め先だけでなく、同時に勤めた 

会社もすべて数えてお答え下さい。ただし、同一企業内で事業所を移動した場合、出向 

した場合、再雇用された場合、勤め先が合併や名称変更した場合は、同じ勤め先にいた 

とお考え下さい。 

 

1 ある → 勤め先または事業や商売の数（      ） ※問16でそれぞれの勤務状況を回答 

2 ない 

 

【育児】 

予備質問４（問20へ転記） 次に育児についてお聞きします。お子さんは、いますか。亡くなったお子さんも含めてお 

答えください。（いる方に）何人ですか。 

 

1 いる（   ）人 → 問21で人数分の子育てと勤務の状況を回答 

2 いない 

 

【介護】 

予備質問５（問26へ転記） 介護についてお聞きします。高齢のご家族の介護をした経験はありますか。老人ホームな 

                    どの施設に入居している方への介護は含めずにお答えください。 

＊ここでの介護とは、日常生活において部分的または全面的に助けを必要とする高齢者に対して、必要な介護を 

2週間以上にわたって行うことを言います。入浴、排泄等の身体介助と家事援助が含まれますが、負傷や疾病

による短期間の世話や手当ては含みません。また、老人ホームなどの施設に入居しているご家族の介護は、介

護経験に含めずにお答えください。 

 

1 経験あり → 問27で介護対象者ごとに介護状況勤務の状況を回答 

2 なし 

 

（＊注意） 

 調査内容は【仕事】（問８～問16）、【育児】（問20～問24）、【介護】（問26～問27）と【すべての方が回答する】

（問１～７、17～19、25、28～38）で構成されている。予備質問の回答を参考にして、対象者に質問する箇所を間

違わないようにする。 

【予備質問確認欄】 

 【仕事】 【育児】 【介護】 

 予備質問1 予備質問2 予備質問3 予備質問4 予備質問5 

回答コード 1 有職 1 ある 1 ある 1 いる 1 あり 

進 み 方 →予備質問2へ →問16 →問21 →問27 

回答コード 2 無職／3 学生 2 ない 2 ない 2 いない 2 なし 

進 み 方 →予備質問3へ →問17 →問17 →問25 →問28 

転 記 箇 所 
問8・15 

（4・9ページ） 
問15（1） 
（9ページ） 

問15（2） 
（9ページ） 

問20 
（15ページ） 

問26 
（27ページ） 

転記確認  
チェック □ 

転記確認  
チェック □ 

転記確認  
チェック □ 

転記確認  
チェック □ 

転記確認  
チェック □ 

確 認 欄 
回答確認  

チェック □ 
回答確認  

チェック □ 
回答確認  

チェック □ 
回答確認  

チェック □ 
回答確認  

チェック □ 
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では、個々の質問に移らせていただきます。 

問３ 現在、一緒に住んでおられるご家族（親族）の方は、あなたを含めて何人ですか。 

 

（    ）人 

 

問４ 現在、あなたと一緒に住んでおられる方ひとりひとりについて、あなたとの続柄、性別、年齢、職業の有無をお 

  聞かせください。また、世帯主はどなたですか。（調査員指示：回答者との続柄、年齢を該当箇所に記入。性別、職 

  業の有無は該当コードに○をする。続柄コードは下記の番号を記入し、世帯主には右端の該当する欄に○をする） 

回答者との続柄 続柄コード 性別 年齢 職業の有無 世帯主

 1 回答者本人 ※ 1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 2 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 3 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 4 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 5 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 6 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 7 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 8 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

 9 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

10 回答者の  1 男性  2 女性 満(   )歳 1 有職  2 無職  3 学生  

【続柄コード】 

01 配偶者 02 長子 03 長子の配偶者 04 その他の子供 05 その他の子供の配偶者

06 孫 07 孫の配偶者 08 自分の父母 09 配偶者の父母 10 自分の祖父母 

11 配偶者の祖父母 12 自分の兄弟姉妹 13 配偶者の兄弟姉妹 14 その他の親族  

 

〔配偶者と別居している方にうかがいます。（問２と問４から確認）〕 

問５ 〔カード１〕現在、配偶者の方と別々に住んでおられるのは、単身赴任など、配偶者のお仕事のためですか、そ 

  れとも、あなたのお仕事のためですか。次の中から１つお答え下さい。 

 

 1 2 3 4 

配偶者の仕事のため    自分の仕事のため    仕事以外の理由    わからない 

                                                                                 問６ヘ 

 

 ＳＱ 〔カード２〕仕事のために何年くらい別々に住んでおられますか。２回以上ある場合は、現在の別居についてお答 

え下さい。 

 

1 ６ヶ月未満 6 ４年以上５年未満 

2 ６ヶ月以上１年未満 7 ５年以上10年未満 

3 １年以上２年未満 8 10年以上 

4 ２年以上３年未満 9 わからない 

5 ３年以上４年未満 

 

（全員にうかがいます。） 

問６ あなたには、学校に通うため別居しているお子さんがいらっしゃいますか。 

   …何人ですか。 

 

     0 1 2 3 4 5 

いない    １ 人    ２ 人    ３ 人    ４ 人    ５人以上 

⑱⑲

○89

○88

○20 ～○24

○25 ～○31

○32 ～○38

○39 ～○45

○46 ～○52

○53 ～○59

○60 ～○66

○67 ～○73

○74 ～○80

○81 ～○87

○90
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問７ あなたには別居しているご両親がいますか。配偶者がいる方は､配偶者のご両親も含めてお答えください。 

 

 1 2  

い る               いない  

                           問８へ 

 

 ＳＱ 別居のご両親は、あなたのお住まいからどのくらい離れた場所に住んでおられますか。次の中から1つお答え 

   ください。配偶者がいる方は､配偶者のご両親についてもお答えください。あなたか配偶者のどちらかのご両親と 

   同居している場合、同居のご両親については「あてはまらない」とお答え下さい。また、ご両親とも亡くなって 

   いる場合も「あてはまらない」とお答えください。 

 

 敷
地
内
別
居 

 

分
未
満 

 

分
未
満 

１
時
間
未
満 

２
時
間
未
満 

２
時
間
以
上 

あ
て
は
ま
ら

な
い 

(1) あなたのご両親 1 2 3 4 5 6 7 

(2) 配偶者のご両親 1 2 3 4 5 6 7 

 

問８ （確認）（予備質問１での回答を該当のコード番号に○をつけ、先に進む） 

   現在、仕事をしていますか。内職、パート、アルバイト等も職業に含めてお答えください。ただし、学生のアル 

バイトは職業に含めないでください。 

 

 1 2 3 

有 職           無 職           学 生 

          問９へ                         問15へ 

 

 （無職の方にお伺いします。） 

 ＳＱ１ あなたは、現在、収入の伴う仕事をしたいと思っていますか。 

 

 1 2  

は い             いいえ      

 

 ＳＱ２ 〔カード３〕現在、仕事をしていないのは、どのような理由からですか。この中から、最も近いものを1つ選ん 

でください。 

 

1 自分に適した仕事がないから  

2 時間の余裕がないから  

3 家族が反対するから  

4 健康が許さないから 

5 その他（                      ） 

6 わからない 

 

（ＳＱ２に回答したら問15へ） 

15 30

○95

○94

○96

○91

○92

○93
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問９ 現在のお仕事についてうかがいます。 

 

 

 

(1) 〔カード４〕現在の、あなたの従業上の
　地位は、どれにあたるものですか。

　ＳＱ１ （「課長以上の管理職」と答えた
 1　経営者・役員・自営業主・ 　　　　人に）課長以上の役職についたのは、
 　 個人経営・自由業 　　　　何年何月でしたか。西暦でお答えく
 2　課長以上の管理職 　　　　ださい。
 3　一般の正規従業員
 4　パート・アルバイト・臨時・ 　　　　　（　　　　　）年（　　）月

　 　　　 契約社員
 5　派遣社員
 6  家族従業員 　ＳＱ２ （「一般の正規従業員」と答えた
 7  内職 　　　　人に）現在の勤め先で課長以上の役

　　　　職についていたことがありますか。
(2) 現在、あなたはどのような仕事をしてい
　ますか。仕事の内容をお答えください。   1　はい　 2　いいえ → 仕事内容(2)へ

　（記入） 　ＳＱ３ （ＳＱ２で「はい」と答えた人に）

　　　　あなたは課長以上の管理職について
　　　　いたのは、何年何月から何年何月ま
　　　　ででしたか。西暦でお答えください。

　　　　　（　　　　　）年（　　）月
(2)-1 〔カード５〕その仕事の内容は、大き 　　　　　（　　　　　）年（　　）月
　　く分けるとどれにあたるものですか。

 1　農林漁業作業者  6　サービス職
 2　専門・技術的職業  7　保安的職業
 3　管理的職業  8　運輸的職業
 4　事務職  9　通信的職業
 5　営業・販売職 10　技能工・労務職

(3) 〔カード６〕現在の勤め先、またはあなたのやっておられる事業や商売の内容は、大き
　く分けるとどれにあたるものですか。

 1　農林漁業 11　不動産業
 2　鉱業 12　宿泊業
 3　建設業 13　医療業
 4　製造業 14　教育
 5　電気・ガス・熱供給・水道業 15　社会保険、社会福祉
 6　運輸・通信業 16　その他の個人向けサービス業
 7　卸売業 17　企業向けサービス業
 8　小売業 18　公務
 9　飲食店 19　その他（具体的に：　　　　　　）
10　金融・保険業

(4) 〔カード７〕そこで雇われている従業員は、会社全体で何人くらいですか。家族従業者
　は除いてお答えください。

 1　なし（家族従業員のみ） 6　100～299人
 2　１～４人 7　300～999人
 3　５～９人 8　1000人以上
 4　10～29人 9　官公庁
 5　30～99人

従
業
上
の
地
位

仕
事
内
容

企
業
規
模

事
業
内
容

(31)

(16)

(32)(33)

(9)

(10)～(13)

(14)(15) 

(17)～(20)

(21)(22) 

(23)～(26)

(27)(28) 

(34)

(29)(30)

(7)(8)＝02 
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（勤めている方は問10から問13にお答えください。その他の方は問14にお進み下さい。） 

（確認 問９（1）で「2  課長以上の管理職」「3  一般の正規従業員」「4  パート・アルバイト・臨時・契約社員」「5  派

遣社員」と答えた人が対象） 

 

問10 昨年度（2004年４月～2005年３月）のあなたの年次有給休暇は何日でしたか。また、何日取得しましたか。 

 

（    ）日のうち（    ）日取得 

 

問11 〔カード９〕あなたの始業・終業時刻は、どのように決められていますか。あてはまるものを１つお答えくださ 

い。 

 

1 勤務先で決められており、変えることはできない 

2 一定の範囲において変えることができる 

3 自分自身で始業・終業時刻を決めることができる 

4 わからない 

 

  

（　　　）時間（　　　）分

(6) 〔カード８〕あなたのお仕事は、午後６時以後10時までの間に勤務することがあります
　か。あてはまるものを１つお答えください。

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

(7) 〔カード８〕あなたのお仕事は、午後10時から午前５時までの時間帯に勤務することが
　ありますか。あてはまるものを１つお答えください。

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

(8) 〔カード８〕あなたのお仕事は、土曜日にも勤務することがありますか。あてはまるも
　のを１つお答えください。

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

(9) 〔カード８〕あなたのお仕事は、日曜日や祝日に勤務することがありますか。あてはま
　るものを１つお答えください。

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

(10) あなたは先週何時間働きましたか。そのうち残業時間は何時間でしたか。また、週に
　 何日働きましたか。

週（　　　）時間
そのうち残業は（　　　）時間
週労働日数は（　　　）日

通
勤
時
間

(5) あなたの自宅から職場までの通勤時間は、片道だいたいどれくらいですか。
　　（＊注意：自宅で働いている場合は０分とする）

実
労
働
時
間

勤
務
時
間
帯

勤
務
日

(41)

(39)

(48)(49)

(50)(51)

(35) 

(36)(37) 

(42)～(44)

(45)(46) 

(47) 

(52)

(40)

(38)
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ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていますか。

 

1 適用されている 

2 適用されていない 

3 わからない           (２)へ 

 

（１に回答した方は、ＳＱ２とＳＱ３にお答え下さい。） 

ＳＱ２ 〔カード11〕子どもが何歳になるまで育児休業を

   取得できますか。 

 

1 １歳未満 

2 １歳～１歳６ヶ月未満 

3 １歳６ヶ月～２歳未満 

4 ２歳～３歳未満 

5 ３歳以上 

6 １歳に達した後の最初の３月末日まで 

7 わからない 

 

ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できます

   か。 

 

（  ）回   X わからない 

      (２)へ 

問12 仕事と育児の両立支援制度についてうかがいます。 

  (1)  〔カード10〕あなたの勤め先には、現在、仕事と育児の両立支援制度はありますか。次の中から、勤め先に 

     あるものをすべてお答えください。（○はいくつでも） 

          また、勤め先に育児休業制度がある方はSQにお答え下さい。 

 

1 育児休業制度      

2 短時間勤務制度 

3 フレックスタイム 

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ 

5 残業や休日労働の免除 

6 育児経費の援助  

7 事業所内託児所 

8 在宅勤務 

9 看護休暇制度 

10 その他（具体的に：         ） 

11 いずれもない 

12 わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 〔カード12〕今後、あなたにお子さんが生まれたら、育児休業を取得したいですか。 

 

1 取得したい  4 取得したくない 

2 できれば取得したい 5 わからない 

3 あまり取得したくない    

 

  (3) 〔カード13〕現在の勤め先であなたが育児休業を取得するとしたら、どのようなことが予想されますか。次 

    の(a)から(d)についてはどうでしょうか。 

 そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

(a) 同僚に迷惑がかかると思う 1 2 3 4 5 

(b) 昇進や昇級に悪影響があると思う 1 2 3 4 5 

(c) 復職するとき、仕事や職場に適応できるか不安である 1 2 3 4 5 

(d) 上司の理解を得るのが難しいと思う 1 2 3 4 5 

(55)

(56)(57)

(53) 

(54)

(59)

 

(62)

～ 

(58)
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ＳＱ１ あなたには介護休業制度が適用されていますか。 

 

1 適用されている 

2 適用されていない 

3 わからない           (２)へ 

 

（１に回答した方は、ＳＱ２とＳＱ３にお答え下さい。） 

ＳＱ２ 〔カード15〕介護休業期間の最長限度はどのくらい

   ですか。次の中から1つお答え下さい。 

 

1 ３ヶ月まで 

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満 

3 ６ヶ月 

4 ６ヶ月を超え１年未満 

5 １年 

6 １年を超える期間 

7 期間の制限はなく、必要日数取得できる 

8 わからない 

 

ＳＱ３ 〔カード16〕介護休業の取得回数制限はどのように

   定められていますか。あてはまるものを1つ選択し、

   取得できる回数をお答え下さい。「4 制限なし」の場 

   合、回数はお答え下さらなくてけっこうです。 

1 同一要介護者について 

2 同一要介護者の同一疾病について 

3 その他（具体的に：    ） 

(   )回

4 制限なし 

5 わからない 

問13 仕事と介護の両立支援制度についてうかがいます。 

  (1) 〔カード14〕あなたの勤め先には、現在、仕事と介護の両立支援制度はありますか。次の中から、勤め先に 

    あるものをすべてお答えください。（○はいくつでも） 

      また、勤め先に介護休業制度がある方はSQにお答え下さい。 

 

1 介護休業制度      

2 短時間勤務制度 

3 フレックスタイム 

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ 

5 残業や休日労働の免除 

6  介護経費の援助 

7 在宅勤務 

8 その他（具体的に：         ） 

9 いずれもない 

10 わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  (2)  〔カード17〕今後、あなたが高齢のご家族を介護することになったら、介護休業を取得したいと思いますか。 

 

1 取得したい  4 取得したくない 

2 できれば取得したい 5 わからない 

3 あまり取得したくない    

 

  (3)  〔カード18〕現在の勤め先であなたが介護休業を取得するとしたら、どのようなことが予想されますか。次 

     の(a)から(ｄ)についてはどうでしょうか。 

 そ
う
思
う 

や
や
そ
う 

思
う 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う 

思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

(a) 同僚に迷惑がかかると思う 1 2 3 4 5 

(b) 昇進や昇級に悪影響があると思う 1 2 3 4 5 

(c) 復職するとき、仕事や職場に適応できるか不安である 1 2 3 4 5 

(d) 上司の理解を得るのが難しいと思う 1 2 3 4 5 

(65)

(66) 

(67)(68)

(63) 

(64)

(69)

(70)

 

(73)
～ 
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(2) （確認）予備質問３から仕事の経験「ある」「ない」

に区分する。 

 

 1 2 

      あ る       な い 

                     問17へ 

（問８で「1 有職」に該当する方は全員お答え下さい。） 

問14 あなたが現在のお勤め先に入られた、または事業や商売を始めたときのことをおうかがいします。 

 

（全員にうかがいます。） 

問15 （確認）予備質問１から１と２、３に区分する 

 

1 有職                       2 無職            3 学生 

 

(1) （確認）予備質問２から転職経験「ある」「ない」 

に区分する。 

 

 1 2 

      あ る       な い 

       問17へ 

 

あなたが初めてついた仕事から、現在までの職歴についてうかがいます。 

問16 あなたがこれまでに勤務した勤め先、またはやっておられた事業や商売について、最初から順番にすべてお答え 

  ください。二つ以上の会社に同時に勤務していた場合は、それぞれの勤め先についてお答えください。内職、パー 

  ト、アルバイト等も職業に含めてください。ただし、学生時代のアルバイトは職業に含めないでください。（従事期 

間から12ページ育児休業制度まで、順次該当の質問文を読み上げる） 

   （注意 現在の勤め先については、「○番目の勤め先」の「現在の勤め先」に○を付け、質問はしない。 

例：２回転職してる場合は、「３番目についておうかがいします。」の回等欄の１番上の現在の勤め先に○をする。） 

(89)(90)

(80)(81)

(93)

(74)～(77)

(78)(79) 

(83)～(86)

(87)(88) 

(95)

(82)

(91)

(92) 

(94) 

 1　学校の就職指導・紹介で  7　家族・親戚の紹介で

 2　公共職業紹介所の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で

 3　民間職業紹介所の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で

 4　人材派遣企業に登録して 10　自分で企業・創業して

 5　広告･求人情報誌等を利用して 11　家業を継いで

 6　会社に直接応募して 12　転籍で

　 （従業先の勧誘を含む）　　 13　その他（具体的に　　   　）

 1　経営者・役員･自営業主・ 5　派遣社員

 　 個人経営・自由業　　　 6　家族従業員

 2　課長以上の管理職 7　内職

 3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 1　農林漁業作業者  6　サービス職

 2　専門・技術的職業  7　保安的職業

 3　管理的職業  8　運輸的職業

 4　事務職  9　通信的職業

 5　営業･販売職 10　技能工・労務職

 1　あった

 2　なかった

 3　わからない

 4　勤め以外の仕事だった

(5) 〔カード22〕現在の勤め先
　に入った当時、勤め先に育児
　休業制度はありましたか。

育
児
休
業

制
　
　
度

（　　　　）年（　　）月

(3)-1 その従業上の地位にあっ
　たのは、何年何月まででした
　か。西暦でお答えください。

（　　　　）年（　　）月

(1) あなたが、現在の勤め先に
　入られた、または事業や商売
　を始めたのは何年何月でした
　か。西暦でお答えください。

(2) 〔カード19〕あなたは、ど
　のようにして現在のお仕事に
　つきましたか。あてはまるも
　のを１つお答えください。

入
職
時
期

（記入）

入
職
経
路

(4)-1 〔カード21〕そのお仕事
　の内容は、大きく分けると、
　どれにあたるものでしたか。

最
初
の
仕
事
内
容

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(3) 〔カード20〕現在の勤務先
　に入ったとき、または事業を
　始めたとき、あなたの従業上
　の地位はどれにあたるもので
　したか。

(4) 現在の勤め先に入ったとき、
　または事業を始めたとき、あ
　なたは最初にどのようなお仕
　事をしましたか。仕事の内容
　をお答えください。(ただし、
　新人研修は除きます。）
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問16(a) これまでに従事された職業（１～５番目） 

⑦⑧＝06 ⑨⑩＝01 ⑪～○42  ⑨⑩＝02 ⑪～○42  

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　派遣社員  5　派遣社員

 6  家族従業員  6  家族従業員

 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職  1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職

 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業

 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業

 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業

 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職

 1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業

 2　鉱業　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　  　13　医療業

 3　建設業　　　  　  　14　教育  3　建設業　　　  　  　14　教育

 4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会

 5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉

　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け

 6　運輸・通信業　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　  　サービス業

 7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス

 8　小売業　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　    　  業

 9　飲食店　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　  　18　公務

10　金融・保険業　　  　19　その他 10　金融・保険業　　  　19　その他

11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  )

 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人

  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人

 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人

 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上

 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁

 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で

 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で

 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で

 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して

 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して

 6　会社に直接応募して  6　会社に直接応募して

　 （従業先の勧誘を含む）　　 　 （従業先の勧誘を含む）　　

 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で

 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で

 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で

10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して

11　家業を継いで 11　家業を継いで

12　転籍で 12　転籍で

13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　派遣社員  5　派遣社員

 6  家族従業員  6  家族従業員

 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職

 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業

 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業

 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業

 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

 1　あった            3　わからない  1　あった            3　わからない

 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった  2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

(3)-1 〔カード24〕あなたがしていた
　お仕事の内容は、大きく分けると、
　どれにあたるものでしょうか。（複
　数ある場合には主な仕事につい
　てお答えください。）

(4) 〔カード25〕そこで行われていた
　事業は大きく分けると、どれにあた
　るものでしたか。

　(　　　　)年　(　　　　)月 　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入） （記入）

(8) その勤め先に入ったとき、または
　事業を始めたとき、あなたは最初に
　どのようなお仕事をしましたか。
　（ただし、新人研修は除きます。）

（記入） （記入）

１番目の勤め先についておうかがいします。
        ２番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

従
事
期
間

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

(2) 〔カード23〕あなたの従業上の地
　位はどれにあたるものでしたか。
　（複数ある場合には主なものをお答
　えください。）

従
業
上
の
地
位

(1) そこで勤務をしていた、または事
　業や商売をしていたのは、何年何月
　から何年何月までですか。西暦でお
　答えください。

事
業
内
容

仕
事
内
容

企
業
規
模

(5) 〔カード26〕そこで雇われていた
　従業員は、会社全体で何人くらいで
　したか。家族従業員を除いてお答え
　ください。

入
職
経
路

育
児

休
業

制

最
初
の
仕
事
内
容

(7) 〔カード28〕その勤め先に入った
　とき、または事業を始めたとき、あ
　なたの従業上の地位はどれにあたる
　ものでしたか。

(9) 〔カード30〕その勤め先に育児休
　業制度はありましたか。

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(3) そこで、あなたはどのような仕事
　をしていましたか。仕事の内容をお
　答えください。（複数ある場合には
　主な仕事についてお答えください。）

(7)-1 その従業上の地位にあったのは、
　何年何月まででしたか。

(8)-1 〔カード29〕その仕事の内容は、
　大きく分けると、どれにあたります
　か。

(6) 〔カード27〕あなたは、どのよう
　にしてその仕事につきましたか。あ
　てはまるものを１つお答えください。
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⑨⑩＝03 ⑪～○42  ⑨⑩＝04 ⑪～○42  ⑨⑩＝05 ⑪～○42  

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　契約社員  5　派遣社員  5　派遣社員

 6　派遣社員  6  家族従業員  6  家族従業員

 7　家族従業員  7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職  1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職  1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職

 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業

 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業

 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業

 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職

 1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業

 2　鉱業　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　  　13　医療業

 3　建設業　　　  　  　14　教育  3　建設業　　　  　  　14　教育  3　建設業　　　  　  　14　教育

 4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会

 5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉

　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け

 6　運輸・通信業　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　  　サービス業

 7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス

 8　小売業　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　    　  業

 9　飲食店　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　  　18　公務

10　金融・保険業　　  　19　その他 10　金融・保険業　　  　19　その他 10　金融・保険業　　  　19　その他

11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  )11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  )11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  )

 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人

  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人

 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人

 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上

 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁

 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で

 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で

 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で

 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して

 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して

 6　会社に直接応募して  6　会社に直接応募して  6　会社に直接応募して

　 （従業先の勧誘を含む）　　 　 （従業先の勧誘を含む）　　 　 （従業先の勧誘を含む）　　

 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で

 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で

 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で

10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して

11　家業を継いで 11　家業を継いで 11　家業を継いで

12　転籍で 12　転籍で 12　転籍で

13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　派遣社員  5　派遣社員  5　派遣社員

 6  家族従業員  6  家族従業員  6  家族従業員

 7  内職  7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職

 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業

 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業

 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業

 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

 1　あった            3　わからない  1　あった            3　わからない  1　あった            3　わからない

 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった  2　なかった          4　勤め以外の仕事だった  2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

        ３番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

        ４番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

        ５番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

（記入）（記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入）

（記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入）
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問16(b) これまでに従事された職業（６～10番目） 

 
⑨⑩＝06 ⑪～○42  ⑨⑩＝07 ⑪～○42  

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　派遣社員  5　派遣社員

 6  家族従業員  6  家族従業員

 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職  1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職

 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業

 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業

 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業

 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職

 1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業

 2　鉱業　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　  　13　医療業

 3　建設業　　　  　  　14　教育  3　建設業　　　  　  　14　教育

 4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会

 5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉

　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け

 6　運輸・通信業　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　  　サービス業

 7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス

 8　小売業　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　    　  業

 9　飲食店　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　  　18　公務

10　金融・保険業　　  　19　その他 10　金融・保険業　　  　19　その他

11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  )

 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人

  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人

 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人

 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上

 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁

 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で

 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で

 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で

 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して

 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して

 6　会社に直接応募して  6　会社に直接応募して

　 （従業先の勧誘を含む）　　 　 （従業先の勧誘を含む）　　

 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で

 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で

 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で

10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して

11　家業を継いで 11　家業を継いで

12　転籍で 12　転籍で

13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　派遣社員  5　派遣社員

 6  家族従業員  6  家族従業員

 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職

 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業

 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業

 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業

 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

 1　あった            3　わからない  1　あった            3　わからない

 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった  2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

育
児

休
業

制
(9) 〔カード30〕その勤め先に育児休
　業制度はありましたか。

最
初
の
仕
事
内
容

(8) その勤め先に入ったとき、または
　事業を始めたとき、あなたは最初に
　どのようなお仕事をしましたか。
　（ただし、新人研修は除きます。）

（記入） （記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月 　(　　　　)年　(　　　　)月

入
職
経
路

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(7) 〔カード28〕その勤め先に入った
　とき、または事業を始めたとき、あ
　なたの従業上の地位はどれにあたる
　ものでしたか。

(3)-1 〔カード24〕あなたがしていた
　お仕事の内容は、大きく分けると、
　どれにあたるものでしょうか。（複
　数ある場合には主な仕事につい
　てお答えください。）

事
業
内
容

(4) 〔カード25〕そこで行われていた
　事業は大きく分けると、どれにあた
　るものでしたか。

（記入） （記入）

従
事
期
間

(1) そこで勤務をしていた、または事
　業や商売をしていたのは、何年何月
　から何年何月までですか。西暦でお
　答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

        ６番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

        ７番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

(2) 〔カード23〕あなたの従業上の地
　位はどれにあたるものでしたか。
　（複数ある場合には主なものをお答
　えください。）

従
業
上
の
地
位

仕
事
内
容

企
業
規
模

(5) 〔カード26〕そこで雇われていた
　従業員は、会社全体で何人くらいで
　したか。家族従業員を除いてお答え
　ください。

(3) そこで、あなたはどのような仕事
　をしていましたか。仕事の内容をお
　答えください。（複数ある場合には
　主な仕事についてお答えください。）

(7)-1 その従業上の地位にあったのは、
　何年何月まででしたか。

(8)-1 〔カード29〕その仕事の内容は、
　大きく分けると、どれにあたります
　か。

(6) 〔カード27〕あなたは、どのよう
　にしてその仕事につきましたか。あ
　てはまるものを１つお答えください。
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⑨⑩＝08 ⑪～○42  ⑨⑩＝09 ⑪～○42  ⑨⑩＝10 ⑪～○42  

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　契約社員  5　派遣社員  5　派遣社員

 6　派遣社員  6  家族従業員  6  家族従業員

 7　家族従業員  7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職  1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職  1　農林漁業作業者　　　　 6　サービス職

 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業

 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業

 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業

 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職

 1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　  　12　宿泊業

 2　鉱業　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　  　13　医療業

 3　建設業　　　  　  　14　教育  3　建設業　　　  　  　14　教育  3　建設業　　　  　  　14　教育

 4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　　  　15　社会保険、社会

 5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　 　　福祉

　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　  　　16　その他の個人向け

 6　運輸・通信業　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　  　サービス業

 7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　  　17　企業向けサービス

 8　小売業　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　    　  業

 9　飲食店　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　  　18　公務

10　金融・保険業　　  　19　その他 10　金融・保険業　　  　19　その他 10　金融・保険業　　  　19　その他

11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　   　　(具体的に：　  )

 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人

  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人

 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人

 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上

 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁

 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で

 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で

 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で

 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して

 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して

 6　会社に直接応募して  6　会社に直接応募して  6　会社に直接応募して

　 （従業先の勧誘を含む）　　 　 （従業先の勧誘を含む）　　 　 （従業先の勧誘を含む）　　

 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で

 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で

 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で

10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して

11　家業を継いで 11　家業を継いで 11　家業を継いで

12　転籍で 12　転籍で 12　転籍で

13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)

 1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人  1　経営者・役員・自営業主・個人

　  経営・自由業 　  経営・自由業 　  経営・自由業

 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職

 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 5　派遣社員  5　派遣社員  5　派遣社員

 6  家族従業員  6  家族従業員  6  家族従業員

 7  内職  7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職

 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業

 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業

 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業

 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

 1　あった            3　わからない  1　あった            3　わからない  1　あった            3　わからない

 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった  2　なかった          4　勤め以外の仕事だった  2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

        ８番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

        ９番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

        10番目についておうかがいします。
        …現在の勤め先(質問しない)

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

（記入）（記入） （記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月 　(　　　　)年　(　　　　)月 　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入）（記入） （記入）
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（全員にうかがいます。） 

生活歴についてうかがいます。 

問17 〔カード31〕義務教育を終えられてから、あなたは次の学校に通いましたか。次の中から、通ったことのある学 

  校をすべてお答えください。また、通っていた学校については、卒業の有無及び通学時の期間（年・月）と年齢を 

お答えください。期間は西暦でお答えください。 

 

 卒
業
し
た 

卒
業
し
な 

か
っ
た 

在
学
中 通学時の期間と年齢 

1 高校 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

2 専門学校（高校卒業後入学） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

3 短大･高等専門学校 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

4 大学 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

5 大学院（修士課程） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

6 大学院（博士課程） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

7 その他（具体的に：     ） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

 

問18 （確認）問２を参照してA～Cを区分する。 

   あなたは、現在、結婚されていますか。…配偶者の方はご健在ですか。 

 

 

  

A 未婚 

 

問19へ   

 

B 既婚（有配偶者） 

ＳＱ１ 結婚されたのは、何年何月でしたか。西暦 

でお答えください。また満何歳のときでした 

か。…失礼ですが、初婚ですか。 

 

初婚の方      （   ）年（   ）月 

       満（   ）歳 

C 既婚（離・死別） 

ＳＱ３ 結婚されたのは、何年何月

でしたか。西暦でお答えくだ

さい。また満何歳のときでし

たか。 

   （   ）年（   ）月 

        満（   ）歳 

再婚の方は、最初に結婚されたのは、何

年何月でしたか。西暦でお答えください。

また満何歳のときでしたか。 

  （   ）年（   ）月 

       満（   ）歳 

 

ＳＱ４ 離別・死別されたのは、何

年何月でしたか。西暦でお答

えください。また満何歳のと

きでしたか。 

   （   ）年（   ）月 

        満（   ）歳 

問19へ 

  

 問20へ

ＳＱ２ 現在の配偶者と結婚されたのは、

   何年何月でしたか。西暦でお答え

ください。また満何歳のときでし

たか。 

  （   ）年（   ）月 

       満（   ）歳 

問20へ 

  

⑩～○26

○27 ～○43

○44 ～○60

○61 ～○77

○78 ～○94

（9）～（25）

（26）～（42）

（44） 

⑦⑧＝03

（51）（52）

⑨ 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

(7)(8)＝04

（59）（60）

（67）（68）

（43） 

（69）～（74） 

（75）（76） 

（77）～（82）

（83）（84） 

（45）～（50）

（53）～（58）

（61）～（66）

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －265－

（未婚の方と既婚（離・死別者）の方にうかがいます。） 

問19 〔カード32〕あなたは、今後、結婚すると思いますか。 

 

 1 2 3 4 

近いうちに結婚する    いつかは結婚すると思う    結婚しないと思う    わからない 

予定である 

 

 

 （１か２に回答した女性に） 

 ＳＱ 〔カード33〕女性にうかがいます。結婚しても、お仕事を続けますか。次の中から１つお答えください。 

 

1 現在の仕事を続ける 4 わからない 

2 家事と両立しやすい仕事に変える 5 現在仕事をしていない 

3 仕事をやめて家事に専念する 

 

（全員にうかがいます。） 

問20 （確認）予備質問４の回答を記入し、先に進む。 

   あなたのお子さんは、何人ですか。亡くなったお子さんも含めてお答えください。 

 

 1 子どもいる（      ）人     問21へ 

 2 子どもはいない      問25へ 

 

 

 

 

問20へ 

（86） 

（85）

（87） 

（88）（89）
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（子育てのご経験のある方にうかがいます。） 

問21 お子さん一人一人が小学校を卒業する頃までの子育てと当時のお仕事について、次の質問にお答えください。お 
  子さんが双子の場合もお一人ずつお答えください。（年齢から17ページ地域まで順次該当の質問文を読み上げる） 
 

⑦⑧＝07 ⑨⑩＝01 ⑪～○43  

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

　

　

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　国公立

 2　私立

 3　仕事をしていなかった

 2　適用されていなかった

 3　わからない

 6　育児経費の援助　　　　　　　　    12　わからない

 4　始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ　  10　その他(具体的に：　　　　　　　　)

 2　短時間勤務制度　　　　　　　　　　 8　在宅勤務

 3　フレックスタイム　　　　　　　  　 9　看護休暇制度

 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

 1　育児休業制度→SQ1にお答えください　7　事業所内託児所
育
児
期
の
就
業

(7) 〔カード37〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたはお仕事をし
　ていましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート・アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)

(8) 〔カード38〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたの勤め先に
　は、次のような仕事と育児の両
　立支援制度がありましたか。あ
　てはまるものすべてお答えくだ
　さい。

 5　残業や休日労働の免除　　　　　　  11　いずれもない

(育児休業制度のあった人に)
SQ1 あなたには育児休業制度が
　適用されていましたか。

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください

託
児
施
設

(5) 〔カード36〕そのお子さん
　は、家庭的保育(保育ママ)に通
　っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

(6) 保育所・幼稚園・学童保育以
　外の託児施設を利用したことが
　ありますか。

 1　利用したことがある　　　2　利用したことはない　　　3　わからない

学
童

保
育

(4) 〔カード36〕そのお子さん
　は、小学生のとき、学童保育に
　通っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

 2　これから利用する予定         4　わからない

SQ3 幼稚園の預かり保育を利用し
　ました（してます）か。

 1　利用した・利用している       3　利用しなかった・利用する予定はない

SQ1 そのお子さんが通っていた幼
　稚園は、国公立でしたか。私立
　でしたか。両方通った経験があ
　る方は、両方ともお答えくださ
　い。これから通う予定の方は、
　予定しているものを１つお答え
　ください。

SQ2 そのお子さんは、何歳から何
　歳まで幼稚園に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　今後の予定をお答えください。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

幼
稚
園
の
利
用

(3) 〔カード36〕そのお子さんは
　幼稚園に通っていました(いま
　す)か。

SQ4 保育所の入所を申し込んでか
  ら、入所するまでに待つ期間は
  どのくらいありましたか。

　(　　　)ヶ月くらい　　　 99　待ったことはない

SQ3 保育所に通っていた１日の時
　間帯は、何時から何時までです
　か。主な時間帯をお答えくださ
　い。

　(　　　)時から(　　　)時まで

  1　公立認可保育所
  2　私立認可保育所
  3　自冶体認定の認可外保育所
  4　その他の認可外保育所

SQ1 そのお子さんは何歳から何歳
　まで、保育所に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　その予定の期間をお答えくださ
　い。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

保
育
所
の
利
用

(2) 〔カード34〕そのお子さんは
　保育所に通っていました(いま
  す)か。

年
齢

(1) そのお子さんは何年何月のお
　生まれですか。西暦でお答えく
　ださい。･･･何歳ですか。

　(　　　)年(　　　)月生　満(　　　)歳

１人目のお子さんについて

 SQ1～SQ4へ

(3)幼稚園の利用へ

SQ1～SQ3へ

(4)学童保育へ

(8)から(11)に
お答えください

(12)夫婦の家事・
育児分担へ

(10)へ

(2～12に回答した
方は(9)へ)

SQ2 〔カード35〕そのお子さんが
　通っていた保育所は、認可保育
　所でしたか、認可外保育所でし
　たか。複数の保育所に通った経
　験のある方は、あてはまるもの
　をすべてお答えください。これ
　から通う予定の方は、予定して
　いるものを１つお答えくださ
い
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 ○44～○77  

 1　取得した→(　  )歳(　  )ヶ月から(　  )歳( 　 )ヶ月の間に(　  )回→(10)へ

 2　取得しなかった→(取得しなかった方は下のSQにお答えください。)

　

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 1　変わった

 2　変わらない

 3　わからない

 1　自分の親  6　ベビーシッター

 2　配偶者の親  7　その他

 3　親以外の家族・親族 　　(具体的に：　　　　　　　　)

 4　隣人や友人  8　いずれもない

 5　子育て支援のボランティア  9　わからない

(9) 育児休業を取得しましたか。
　取得した方は、お子さんが何歳
　から何歳までの間に、合計何回
　取得しましたか。

１人目のお子さんについて

SQ3 同じ子どもについて、何回育
　児休業を取得できましたか。

　(　　　)回　　　

 1　職場に育児休業制度がなかった

SQ2 〔カード39〕子どもが何歳に
　なるまで育児休業を取得できま
　したか。次の中から１つお答え
　ください。

 1　１歳未満　　　　　　　　　　5　３歳以上

 2　１歳～１歳６ヶ月未満　　　　6　１歳に達した後の最初の３月末日まで

 3　１歳６ヶ月～２歳未満　　　  7　わからない

 4　２歳～３歳未満

(育児休業を取得しなかった人に)
SQ 〔カード40〕あなたが育児休
　業を取得しなかった理由は何で
　すか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 6　休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった

 8　休業を取得して収入を減らしたくなかった

 9　休業を取得する必要がなかった

 2　職場に育児休業制度があることを知らなかった

 3　育児休業制度の内容が使いづらかった

 4　休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った

 5　休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った

 7　上司の理解を得るのが難しいと思った

10　仕事をやめて育児に専念したかった

(10) 〔カード41〕そのお子さん
　 が小学校を卒業するまでの期
　 間に、お仕事の調整をしまし
　 たか。職場の支援制度の有無
　 にかかわらず、あなたが行っ
　 たものをすべてお答えくださ
　 い。何らかの調整をした方
　 は、SQにお答えください。

 8　仕事の内容を変えた

 6　フレックスタイムに変更した

 7　自宅で仕事をした

 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした

 1　１日の所定労働時間を短縮した

 2　週の所定労働日数を減らした

 3　残業しなかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

 4　休日労働をしなかった

SQ1 お仕事の調整をしたのは、お
　子さんが何歳から何歳の頃でし
　たか。複数の調整を行った方
　は、すべて合計した期間をお答
　え下さい。

SQ2 お仕事の調整にあたり、あな
　たの従業上の地位は変わりまし
　たか。

(11) 〔カード42〕お子さんが病
　 気やけがをしたときに、看病
　 をするために仕事を休んだこ
   とがありますか。

 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)

10　仕事の調整はしなかった　　　　（11）へ

　(　　)歳(　　)ヶ月から(　　)歳(　　)ヶ月

育
児
援
助

地
域

育
　
児
　
期
　
の
　
就
　
業

　(　　　 　)都道府県(　　　　 )市区町村　　

 1　妻がほとんどしていた
 2　妻が9割、夫が１割くらいだった
 3　妻が7割、夫が３割くらいだった
 4　夫婦でほぼ半々に分担していた
 5　妻よりも夫が中心になってしていた

 1　休んだことがある
 2　休んだことはない
 3　病気やけがをしなかった

(14) お子さんが生まれた当時、
   どこにお住まいでしたか。都
   道府県と市区町村名をお答え
   ください。

(13) 〔カード44〕配偶者以外の
   方から、育児の手助けを受け
   たことがありますか。お子さ
   んが小学校を卒業する頃まで
   に、援助を受けたことがある
   方をすべてお答えください。

(12) 〔カード43〕そのお子さん
　　が小学校に入る頃まで、夫婦
　　の家事・育児分担はどのよう
　　に行われていましたか。次の
　　中から最も近いものをお答え
　　下さい。

1～9に回答した方
はSQ1～SQ2へ

夫
婦
の
家
事
・

育
児
分
担
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問21 （２人目のお子さんについて）（お子さんが１人の場合は26ページ問22へ） 

⑨⑩＝02 ⑪～○43  

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　国公立

 2　私立

 3　仕事をしていなかった

 2　適用されていなかった

 3　わからない

 6　育児経費の援助　　　　　　　　    12　わからない

 4　始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ　  10　その他(具体的に：　　　　　　　　)

 2　短時間勤務制度　　　　　　　　　　 8　在宅勤務

 3　フレックスタイム　　　　　　　  　 9　看護休暇制度

 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

(8) 〔カード38〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたの勤め先に
　は、次のような仕事と育児の両
　立支援制度がありましたか。あ
　てはまるものすべてお答えくだ
　さい。

(7) 〔カード37〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたはお仕事をし
　ていましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート・アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)

 1　育児休業制度→SQ1にお答えください　7　事業所内託児所

 5　残業や休日労働の免除　　　　　　  11　いずれもない

(育児休業制度のあった人に)
SQ1 あなたには育児休業制度が
　適用されていましたか。

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください

育
児
期
の
就
業

託
児
施
設

(5) 〔カード36〕そのお子さん
　は、家庭的保育(保育ママ)に通
　っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

(6) 保育所・幼稚園・学童保育以
　外の託児施設を利用したことが
　ありますか。

 1　利用したことがある　　　2　利用したことはない　　　3　わからない

学
童

保
育

(4) 〔カード36〕そのお子さん
　は、小学生のとき、学童保育に
　通っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

 2　これから利用する予定         4　わからない

SQ3 幼稚園の預かり保育を利用し
　ました（してます）か。

 1　利用した・利用している       3　利用しなかった・利用する予定はない

SQ2 そのお子さんは、何歳から何
　歳まで幼稚園に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　今後の予定をお答えください。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

SQ1 そのお子さんが通っていた幼
　稚園は、国公立でしたか。私立
　でしたか。両方通った経験があ
　る方は、両方ともお答えくださ
　い。これから通う予定の方は、
　予定しているものを１つお答え
　ください。

幼
稚
園
の
利
用

(3) 〔カード36〕そのお子さんは
　幼稚園に通っていました(いま
　す)か。

SQ4 保育所の入所を申し込んでか
  ら、入所するまでに待つ期間は
  どのくらいありましたか。

　(　　　)ヶ月くらい　　　 99　待ったことはない

SQ3 保育所に通っていた１日の時
　間帯は、何時から何時までです
　か。主な時間帯をお答えくださ
　い。

　(　　　)時から(　　　)時まで

  1　公立認可保育所
  2　私立認可保育所
  3　自冶体認定の認可外保育所
  4　その他の認可外保育所

SQ1 そのお子さんは何歳から何歳
　まで、保育所に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　その予定の期間をお答えくださ
　い。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

保
育
所
の
利
用

(2) 〔カード34〕そのお子さんは
　保育所に通っていました(いま
  す)か。

年
齢

(1) そのお子さんは何年何月のお
　生まれですか。西暦でお答えく
　ださい。･･･何歳ですか。

　(　　　)年(　　　)月生　満(　　　)歳

２人目のお子さんについて

 SQ1～SQ4へ

(3)幼稚園の利用へ

SQ1～SQ3へ

(4)学童保育へ

(8)から(11)に
お答えください

(12)夫婦の家事・
育児分担へ

(10)へ

(2～12に回答した
方は(9)へ)

SQ2 〔カード35〕そのお子さんが
　通っていた保育所は、認可保育
　所でしたか、認可外保育所でし
　たか。複数の保育所に通った経
　験のある方は、あてはまるもの
　をすべてお答えください。これ
　から通う予定の方は、予定して
　いるものを１つお答えくださ
い
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○44～○77  

 1　取得した→(　  )歳(　  )ヶ月から(　  )歳( 　 )ヶ月の間に(　  )回→(10)へ

 2　取得しなかった→(取得しなかった方は下のSQにお答えください。)

　

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 1　変わった

 2　変わらない

 3　わからない

 1　自分の親  6　ベビーシッター

 2　配偶者の親  7　その他

 3　親以外の家族・親族 　　(具体的に：　　　　　　　　)

 4　隣人や友人  8　いずれもない

 5　子育て支援のボランティア  9　わからない

 7　上司の理解を得るのが難しいと思った

 9　休業を取得する必要がなかった
育
　
児
　
期
　
の
　
就
　
業

地
域

SQ2 〔カード39〕子どもが何歳に
　なるまで育児休業を取得できま
　したか。次の中から１つお答え
　ください。

SQ3 同じ子どもについて、何回育
　児休業を取得できましたか。

２人目のお子さんについて

 1　１歳未満　　　　　　　　　　5　３歳以上

 2　１歳～１歳６ヶ月未満　　　　6　１歳に達した後の最初の３月末日まで

 3　１歳６ヶ月～２歳未満　　　  7　わからない

 4　２歳～３歳未満

　(　　　)回　　　

(9) 育児休業を取得しましたか。
　取得した方は、お子さんが何歳
　から何歳までの間に、合計何回
　取得しましたか。

(育児休業を取得しなかった人に)
SQ 〔カード40〕あなたが育児休
　業を取得しなかった理由は何で
　すか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 1　職場に育児休業制度がなかった

 2　職場に育児休業制度があることを知らなかった

 3　育児休業制度の内容が使いづらかった

 4　休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った

 5　休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った

 6　休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった

 8　休業を取得して収入を減らしたくなかった

10　仕事をやめて育児に専念したかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

(10) 〔カード41〕そのお子さん
　 が小学校を卒業するまでの期
　 間に、お仕事の調整をしまし
　 たか。職場の支援制度の有無
　 にかかわらず、あなたが行っ
　 たものをすべてお答えくださ
　 い。何らかの調整をした方
　 は、SQにお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した

 2　週の所定労働日数を減らした

 3　残業しなかった

 4　休日労働をしなかった

 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした

 6　フレックスタイムに変更した

 7　自宅で仕事をした

 8　仕事の内容を変えた

 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)

10　仕事の調整はしなかった　　　　（11）へ

 1　妻がほとんどしていた
 2　妻が9割、夫が１割くらいだった
 3　妻が7割、夫が３割くらいだった
 4　夫婦でほぼ半々に分担していた
 5　妻よりも夫が中心になってしていた

育
児
援
助

(13) 〔カード44〕配偶者以外の
   方から、育児の手助けを受け
   たことがありますか。お子さ
   んが小学校を卒業する頃まで
   に、援助を受けたことがある
   方をすべてお答えください。

SQ1 お仕事の調整をしたのは、お
　子さんが何歳から何歳の頃でし
　たか。複数の調整を行った方
　は、すべて合計した期間をお答
　え下さい。

　(　　)歳(　　)ヶ月から(　　)歳(　　)ヶ月

SQ2 お仕事の調整にあたり、あな
　たの従業上の地位は変わりまし
　たか。

(11) 〔カード42〕お子さんが病
　 気やけがをしたときに、看病
　 をするために仕事を休んだこ
   とがありますか。

 1　休んだことがある
 2　休んだことはない
 3　病気やけがをしなかった

(14) お子さんが生まれた当時、
   どこにお住まいでしたか。都
   道府県と市区町村名をお答え
   ください。

　(　　　 　)都道府県(　　　　 )市区町村　　

(12) 〔カード43〕そのお子さん
　　が小学校に入る頃まで、夫婦
　　の家事・育児分担はどのよう
　　に行われていましたか。次の
　　中から最も近いものをお答え
　　下さい。

1～9に回答した方
はSQ1～SQ2へ

夫
婦
の
家
事
・

育
児
分
担
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問21 （３人目のお子さんについて）（お子さんが２人の場合は26ページ問22へ） 
 

 

⑨⑩＝03 ⑪～○43  

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　国公立

 2　私立

 3　仕事をしていなかった

 2　適用されていなかった

 3　わからない

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください

 6　育児経費の援助　　　　　　　　    12　わからない

 4　始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ　  10　その他(具体的に：　　　　　　　　)

 2　短時間勤務制度　　　　　　　　　　 8　在宅勤務

 3　フレックスタイム　　　　　　　  　 9　看護休暇制度

 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

 1　勤めていた(正規従業員、パート・アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)

 1　育児休業制度→SQ1にお答えください　7　事業所内託児所

 5　残業や休日労働の免除　　　　　　  11　いずれもない

育
児
期
の
就
業

(7) 〔カード37〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたはお仕事をし
　ていましたか。

(8) 〔カード38〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたの勤め先に
　は、次のような仕事と育児の両
　立支援制度がありましたか。あ
　てはまるものすべてお答えくだ
　さい。

(育児休業制度のあった人に)
SQ1 あなたには育児休業制度が
　適用されていましたか。

託
児
施
設

(5) 〔カード36〕そのお子さん
　は、家庭的保育(保育ママ)に通
　っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

(6) 保育所・幼稚園・学童保育以
　外の託児施設を利用したことが
　ありますか。

 1　利用したことがある　　　2　利用したことはない　　　3　わからない

学
童

保
育

(4) 〔カード36〕そのお子さん
　は、小学生のとき、学童保育に
　通っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

 2　これから利用する予定         4　わからない

SQ3 幼稚園の預かり保育を利用し
　ました（してます）か。

 1　利用した・利用している       3　利用しなかった・利用する予定はない

SQ2 そのお子さんは、何歳から何
　歳まで幼稚園に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　今後の予定をお答えください。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

SQ1 そのお子さんが通っていた幼
　稚園は、国公立でしたか。私立
　でしたか。両方通った経験があ
　る方は、両方ともお答えくださ
　い。これから通う予定の方は、
　予定しているものを１つお答え
　ください。

幼
稚
園
の
利
用

(3) 〔カード36〕そのお子さんは
　幼稚園に通っていました(いま
　す)か。

99　待ったことはない

SQ4 保育所の入所を申し込んでか
  ら、入所するまでに待つ期間は
  どのくらいありましたか。

　(　　　)ヶ月くらい　　　

SQ3 保育所に通っていた１日の時
　間帯は、何時から何時までです
　か。主な時間帯をお答えくださ
　い。

　(　　　)時から(　　　)時まで

  1　公立認可保育所
  2　私立認可保育所
  3　自冶体認定の認可外保育所
  4　その他の認可外保育所

SQ1 そのお子さんは何歳から何歳
　まで、保育所に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　その予定の期間をお答えくださ
　い。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

保
育
所
の
利
用

(2) 〔カード34〕そのお子さんは
　保育所に通っていました(いま
  す)か。

年
齢

(1) そのお子さんは何年何月のお
　生まれですか。西暦でお答えく
　ださい。･･･何歳ですか。

　(　　　)年(　　　)月生　満(　　　)歳

３人目のお子さんについて

 SQ1～SQ4へ

(3)幼稚園の利用へ

SQ1～SQ3へ

(4)学童保育へ

(8)から(11)に
お答えください

(10)へ

(2～12に回答した
方は(9)へ)

SQ2 〔カード35〕そのお子さんが
　通っていた保育所は、認可保育
　所でしたか、認可外保育所でし
　たか。複数の保育所に通った経
　験のある方は、あてはまるもの
　をすべてお答えください。これ
　から通う予定の方は、予定して
　いるものを１つお答えくださ
い

(12)夫婦の家事・
育児分担へ
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 ○44 ～○77  

 1　取得した→(　  )歳(　  )ヶ月から(　  )歳( 　 )ヶ月の間に(　  )回→(10)へ

 2　取得しなかった→(取得しなかった方は下のSQにお答えください。)

　

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 1　変わった

 2　変わらない

 3　わからない

 1　自分の親  6　ベビーシッター

 2　配偶者の親  7　その他

 3　親以外の家族・親族 　　(具体的に：　　　　　　　　)

 4　隣人や友人  8　いずれもない

 5　子育て支援のボランティア  9　わからない

 8　休業を取得して収入を減らしたくなかった

 7　上司の理解を得るのが難しいと思った

育
　
児
　
期
　
の
　
就
　
業

SQ2 〔カード39〕子どもが何歳に
　なるまで育児休業を取得できま
　したか。次の中から１つお答え
　ください。

 1　１歳未満　　　　　　　　　　5　３歳以上

 2　１歳～１歳６ヶ月未満　　　　6　１歳に達した後の最初の３月末日まで

 3　１歳６ヶ月～２歳未満　　　  7　わからない

 4　２歳～３歳未満

３人目のお子さんについて

SQ3 同じ子どもについて、何回育
　児休業を取得できましたか。

　(　　　)回　　　

(9) 育児休業を取得しましたか。
　取得した方は、お子さんが何歳
　から何歳までの間に、合計何回
　取得しましたか。

(育児休業を取得しなかった人に)
SQ 〔カード40〕あなたが育児休
　業を取得しなかった理由は何で
　すか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 1　職場に育児休業制度がなかった

 2　職場に育児休業制度があることを知らなかった

 3　育児休業制度の内容が使いづらかった

 4　休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った

 5　休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った

 6　休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった

 9　休業を取得する必要がなかった

10　仕事をやめて育児に専念したかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

(10) 〔カード41〕そのお子さん
　 が小学校を卒業するまでの期
　 間に、お仕事の調整をしまし
　 たか。職場の支援制度の有無
　 にかかわらず、あなたが行っ
　 たものをすべてお答えくださ
　 い。何らかの調整をした方
　 は、SQにお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した

 2　週の所定労働日数を減らした

 3　残業しなかった

 4　休日労働をしなかった

 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした

 6　フレックスタイムに変更した

 7　自宅で仕事をした

 8　仕事の内容を変えた

 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)

10　仕事の調整はしなかった　　　　（11）へ

　(　　)歳(　　)ヶ月から(　　)歳(　　)ヶ月

SQ2 お仕事の調整にあたり、あな
　たの従業上の地位は変わりまし
　たか。

(11) 〔カード42〕お子さんが病
　 気やけがをしたときに、看病
　 をするために仕事を休んだこ
   とがありますか。

 1　休んだことがある
 2　休んだことはない
 3　病気やけがをしなかった

地
域

(14) お子さんが生まれた当時、
   どこにお住まいでしたか。都
   道府県と市区町村名をお答え
   ください。

　(　　　 　)都道府県(　　　　 )市区町村　　

(12) 〔カード43〕そのお子さん
　　が小学校に入る頃まで、夫婦
　　の家事・育児分担はどのよう
　　に行われていましたか。次の
　　中から最も近いものをお答え
　　下さい。

 1　妻がほとんどしていた
 2　妻が9割、夫が１割くらいだった
 3　妻が7割、夫が３割くらいだった
 4　夫婦でほぼ半々に分担していた
 5　妻よりも夫が中心になってしていた

育
児
援
助

(13) 〔カード44〕配偶者以外の
   方から、育児の手助けを受け
   たことがありますか。お子さ
   んが小学校を卒業する頃まで
   に、援助を受けたことがある
   方をすべてお答えください。

SQ1 お仕事の調整をしたのは、お
　子さんが何歳から何歳の頃でし
　たか。複数の調整を行った方
　は、すべて合計した期間をお答
　え下さい。

1～9に回答した方
はSQ1～SQ2へ

夫
婦
の
家
事
・

育
児
分
担
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問21 （４人目のお子さんについて）（お子さんが３人の場合は26ページ問22へ） 
 

⑨⑩＝04 ⑪～○43  

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　国公立

 2　私立

 3　仕事をしていなかった

 2　適用されていなかった

 3　わからない

(育児休業制度のあった人に)
SQ1 あなたには育児休業制度が
　適用されていましたか。

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください

 6　育児経費の援助　　　　　　　　    12　わからない

 4　始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ　  10　その他(具体的に：　　　　　　　　)

 2　短時間勤務制度　　　　　　　　　　 8　在宅勤務

 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

育
児
期
の
就
業

(7) 〔カード37〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたはお仕事をし
　ていましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート・アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)

(8) 〔カード38〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたの勤め先に
　は、次のような仕事と育児の両
　立支援制度がありましたか。あ
　てはまるものすべてお答えくだ
　さい。

 1　育児休業制度→SQ1にお答えください　7　事業所内託児所

 3　フレックスタイム　　　　　　　  　 9　看護休暇制度

 5　残業や休日労働の免除　　　　　　  11　いずれもない

託
児
施
設

(5) 〔カード36〕そのお子さん
　は、家庭的保育(保育ママ)に通
　っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

(6) 保育所・幼稚園・学童保育以
　外の託児施設を利用したことが
　ありますか。

 1　利用したことがある　　　2　利用したことはない　　　3　わからない

学
童

保
育

(4) 〔カード36〕そのお子さん
　は、小学生のとき、学童保育に
　通っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

 2　これから利用する予定         4　わからない

SQ3 幼稚園の預かり保育を利用し
　ました（してます）か。

 1　利用した・利用している       3　利用しなかった・利用する予定はない

SQ2 そのお子さんは、何歳から何
　歳まで幼稚園に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　今後の予定をお答えください。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

(3) 〔カード36〕そのお子さんは
　幼稚園に通っていました(いま
　す)か。

SQ1 そのお子さんが通っていた幼
　稚園は、国公立でしたか。私立
　でしたか。両方通った経験があ
　る方は、両方ともお答えくださ
　い。これから通う予定の方は、
　予定しているものを１つお答え
　ください。

幼
稚
園
の
利
用

SQ4 保育所の入所を申し込んでか
  ら、入所するまでに待つ期間は
  どのくらいありましたか。

　(　　　)ヶ月くらい　　　 99　待ったことはない

SQ3 保育所に通っていた１日の時
　間帯は、何時から何時までです
　か。主な時間帯をお答えくださ
　い。

　(　　　)時から(　　　)時まで

  1　公立認可保育所
  2　私立認可保育所
  3　自冶体認定の認可外保育所
  4　その他の認可外保育所

SQ1 そのお子さんは何歳から何歳
　まで、保育所に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　その予定の期間をお答えくださ
　い。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

保
育
所
の
利
用

(2) 〔カード34〕そのお子さんは
　保育所に通っていました(いま
  す)か。

年
齢

(1) そのお子さんは何年何月のお
　生まれですか。西暦でお答えく
　ださい。･･･何歳ですか。

　(　　　)年(　　　)月生　満(　　　)歳

４人目のお子さんについて

 SQ1～SQ4へ

(3)幼稚園の利用へ

SQ1～SQ3へ

(4)学童保育へ

(8)から(11)に
お答えください

(10)へ

(2～12に回答した
方は(9)へ)

SQ2 〔カード35〕そのお子さんが
　通っていた保育所は、認可保育
　所でしたか、認可外保育所でし
　たか。複数の保育所に通った経
　験のある方は、あてはまるもの
　をすべてお答えください。これ
　から通う予定の方は、予定して
　いるものを１つお答えくださ
い

(12)夫婦の家事・
育児分担へ

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －273－
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 1　取得した→(　  )歳(　  )ヶ月から(　  )歳( 　 )ヶ月の間に(　  )回→(10)へ

 2　取得しなかった→(取得しなかった方は下のSQにお答えください。)

　

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 1　変わった

 2　変わらない

 3　わからない

 1　自分の親  6　ベビーシッター

 2　配偶者の親  7　その他

 3　親以外の家族・親族 　　(具体的に：　　　　　　　　)

 4　隣人や友人  8　いずれもない

 5　子育て支援のボランティア  9　わからない

 8　休業を取得して収入を減らしたくなかった

４人目のお子さんについて

育
　
児
　
期
　
の
　
就
　
業

SQ2 〔カード39〕子どもが何歳に
　なるまで育児休業を取得できま
　したか。次の中から１つお答え
　ください。

 1　１歳未満　　　　　　　　　　5　３歳以上

 2　１歳～１歳６ヶ月未満　　　　6　１歳に達した後の最初の３月末日まで

 3　１歳６ヶ月～２歳未満　　　  7　わからない

 4　２歳～３歳未満

SQ3 同じ子どもについて、何回育
　児休業を取得できましたか。

　(　　　)回　　　

(9) 育児休業を取得しましたか。
　取得した方は、お子さんが何歳
　から何歳までの間に、合計何回
　取得しましたか。

(育児休業を取得しなかった人に)
SQ 〔カード40〕あなたが育児休
　業を取得しなかった理由は何で
　すか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 1　職場に育児休業制度がなかった

 2　職場に育児休業制度があることを知らなかった

 3　育児休業制度の内容が使いづらかった

 4　休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った

 5　休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った

 6　休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった

 7　上司の理解を得るのが難しいと思った

 9　休業を取得する必要がなかった

10　仕事をやめて育児に専念したかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

(10) 〔カード41〕そのお子さん
　 が小学校を卒業するまでの期
　 間に、お仕事の調整をしまし
　 たか。職場の支援制度の有無
　 にかかわらず、あなたが行っ
　 たものをすべてお答えくださ
　 い。何らかの調整をした方
　 は、SQにお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した

 2　週の所定労働日数を減らした

 3　残業しなかった

 4　休日労働をしなかった

 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした

 6　フレックスタイムに変更した

 7　自宅で仕事をした

 8　仕事の内容を変えた

 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)

10　仕事の調整はしなかった　　　　（11）へ

　(　　)歳(　　)ヶ月から(　　)歳(　　)ヶ月

SQ2 お仕事の調整にあたり、あな
　たの従業上の地位は変わりまし
　たか。

(11) 〔カード42〕お子さんが病
　 気やけがをしたときに、看病
　 をするために仕事を休んだこ
   とがありますか。

 1　休んだことがある
 2　休んだことはない
 3　病気やけがをしなかった

地
域

(14) お子さんが生まれた当時、
   どこにお住まいでしたか。都
   道府県と市区町村名をお答え
   ください。

　(　　　 　)都道府県(　　　　 )市区町村　　

(12) 〔カード43〕そのお子さん
　　が小学校に入る頃まで、夫婦
　　の家事・育児分担はどのよう
　　に行われていましたか。次の
　　中から最も近いものをお答え
　　下さい。

 1　妻がほとんどしていた
 2　妻が9割、夫が１割くらいだった
 3　妻が7割、夫が３割くらいだった
 4　夫婦でほぼ半々に分担していた
 5　妻よりも夫が中心になってしていた

育
児
援
助

(13) 〔カード44〕配偶者以外の
   方から、育児の手助けを受け
   たことがありますか。お子さ
   んが小学校を卒業する頃まで
   に、援助を受けたことがある
   方をすべてお答えください。

SQ1 お仕事の調整をしたのは、お
　子さんが何歳から何歳の頃でし
　たか。複数の調整を行った方
　は、すべて合計した期間をお答
　え下さい。

1～9に回答した方
はSQ1～SQ2へ

夫
婦
の
家
事
・

育
児
分
担
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問21 （５人目のお子さんについて）（お子さんが４人の場合は26ページ問22へ） 
 

⑨⑩＝05 ⑪～○43  

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　通っていた・通っている

 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない

 4　わからない

 1　国公立

 2　私立

 3　仕事をしていなかった

 2　適用されていなかった

 3　わからない

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください(育児休業制度のあった人に)
SQ1 あなたには育児休業制度が
　適用されていましたか。

 5　残業や休日労働の免除　　　　　　  11　いずれもない

 6　育児経費の援助　　　　　　　　    12　わからない

 3　フレックスタイム　　　　　　　  　 9　看護休暇制度

 4　始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ　  10　その他(具体的に：　　　　　　　　)

(8) 〔カード38〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたの勤め先に
　は、次のような仕事と育児の両
　立支援制度がありましたか。あ
　てはまるものすべてお答えくだ
　さい。

 1　育児休業制度→SQ1にお答えください　7　事業所内託児所

 2　短時間勤務制度　　　　　　　　　　 8　在宅勤務

育
児
期
の
就
業

(7) 〔カード37〕そのお子さんの
　妊娠当時、あなたはお仕事をし
　ていましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート・アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)

 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

託
児
施
設

(5) 〔カード36〕そのお子さん
　は、家庭的保育(保育ママ)に通
　っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

(6) 保育所・幼稚園・学童保育以
　外の託児施設を利用したことが
　ありますか。

 1　利用したことがある　　　2　利用したことはない　　　3　わからない

学
童

保
育

(4) 〔カード36〕そのお子さん
　は、小学生のとき、学童保育に
　通っていました(います)か。

 1　通っていた・通っている
 2　これから通う予定

 3　通っていない・通う予定はない
 4　わからない

SQ3 幼稚園の預かり保育を利用し
　ました（してます）か。

 1　利用した・利用している       3　利用しなかった・利用する予定はない

 2　これから利用する予定         4　わからない

SQ2 そのお子さんは、何歳から何
　歳まで幼稚園に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　今後の予定をお答えください。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

幼
稚
園
の
利
用

(3) 〔カード36〕そのお子さんは
　幼稚園に通っていました(いま
　す)か。

SQ1 そのお子さんが通っていた幼
　稚園は、国公立でしたか。私立
　でしたか。両方通った経験があ
　る方は、両方ともお答えくださ
　い。これから通う予定の方は、
　予定しているものを１つお答え
　ください。

SQ4 保育所の入所を申し込んでか
  ら、入所するまでに待つ期間は
  どのくらいありましたか。

　(　　　)ヶ月くらい　　　 99　待ったことはない

SQ3 保育所に通っていた１日の時
　間帯は、何時から何時までです
　か。主な時間帯をお答えくださ
　い。

　(　　　)時から(　　　)時まで

  1　公立認可保育所
  2　私立認可保育所
  3　自冶体認定の認可外保育所
  4　その他の認可外保育所

SQ1 そのお子さんは何歳から何歳
　まで、保育所に通っていました
　か。これから通う予定の方は、
　その予定の期間をお答えくださ
　い。

　(　　　)歳から(　　　)歳まで

保
育
所
の
利
用

(2) 〔カード34〕そのお子さんは
　保育所に通っていました(いま
  す)か。

(1) そのお子さんは何年何月のお
　生まれですか。西暦でお答えく
　ださい。･･･何歳ですか。

　(　　　)年(　　　)月生　満(　　　)歳
年
齢

５人目のお子さんについて

 SQ1～SQ4へ

(3)幼稚園の利用へ

SQ1～SQ3へ

(4)学童保育へ

(8)から(11)に
お答えください

(10)へ

(2～12に回答した
方は(9)へ)

SQ2 〔カード35〕そのお子さんが
　通っていた保育所は、認可保育
　所でしたか、認可外保育所でし
　たか。複数の保育所に通った経
　験のある方は、あてはまるもの
　をすべてお答えください。これ
　から通う予定の方は、予定して
　いるものを１つお答えくださ
い

(12)夫婦の家事・
育児分担へ
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○44 ～○77  

 1　取得した→(　  )歳(　  )ヶ月から(　  )歳( 　 )ヶ月の間に(　  )回→(10)へ

 2　取得しなかった→(取得しなかった方は下のSQにお答えください。)

　

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 1　変わった

 2　変わらない

 3　わからない

 1　自分の親  6　ベビーシッター

 2　配偶者の親  7　その他

 3　親以外の家族・親族 　　(具体的に：　　　　　　　　)

 4　隣人や友人  8　いずれもない

 5　子育て支援のボランティア  9　わからない

 8　休業を取得して収入を減らしたくなかった

 5　休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った

 6　休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった

 7　上司の理解を得るのが難しいと思った

５人目のお子さんについて

 1　１歳未満　　　　　　　　　　5　３歳以上

 2　１歳～１歳６ヶ月未満　　　　6　１歳に達した後の最初の３月末日まで

 3　１歳６ヶ月～２歳未満　　　  7　わからない

 4　２歳～３歳未満

　(　　　)回　　　

 1　職場に育児休業制度がなかった

 2　職場に育児休業制度があることを知らなかった

 3　育児休業制度の内容が使いづらかった

 4　休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った

 9　休業を取得する必要がなかった

10　仕事をやめて育児に専念したかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした

 6　フレックスタイムに変更した

 7　自宅で仕事をした

 8　仕事の内容を変えた

 1　１日の所定労働時間を短縮した

 2　週の所定労働日数を減らした

 3　残業しなかった

 4　休日労働をしなかった

 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)

10　仕事の調整はしなかった　　　　（11）へ

SQ1 お仕事の調整をしたのは、お
　子さんが何歳から何歳の頃でし
　たか。複数の調整を行った方
　は、すべて合計した期間をお答
　え下さい。

　(　　)歳(　　)ヶ月から(　　)歳(　　)ヶ月

(11) 〔カード42〕お子さんが病
　 気やけがをしたときに、看病
　 をするために仕事を休んだこ
   とがありますか。

 1　休んだことがある
 2　休んだことはない
 3　病気やけがをしなかった

地
域

(14) お子さんが生まれた当時、
   どこにお住まいでしたか。都
   道府県と市区町村名をお答え
   ください。

　(　　　 　)都道府県(　　　　 )市区町村　　

(12) 〔カード43〕そのお子さん
　　が小学校に入る頃まで、夫婦
　　の家事・育児分担はどのよう
　　に行われていましたか。次の
　　中から最も近いものをお答え
　　下さい。

 1　妻がほとんどしていた
 2　妻が9割、夫が１割くらいだった
 3　妻が7割、夫が３割くらいだった
 4　夫婦でほぼ半々に分担していた
 5　妻よりも夫が中心になってしていた

育
児
援
助

(13) 〔カード44〕配偶者以外の
   方から、育児の手助けを受け
   たことがありますか。お子さ
   んが小学校を卒業する頃まで
   に、援助を受けたことがある
   方をすべてお答えください。

SQ2 お仕事の調整にあたり、あな
　たの従業上の地位は変わりまし
　たか。

(10) 〔カード41〕そのお子さん
　 が小学校を卒業するまでの期
　 間に、お仕事の調整をしまし
　 たか。職場の支援制度の有無
　 にかかわらず、あなたが行っ
　 たものをすべてお答えくださ
　 い。何らかの調整をした方
　 は、SQにお答えください。

(9) 育児休業を取得しましたか。
　取得した方は、お子さんが何歳
　から何歳までの間に、合計何回
　取得しましたか。

(育児休業を取得しなかった人に)
SQ 〔カード40〕あなたが育児休
　業を取得しなかった理由は何で
　すか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

育
　
児
　
期
　
の
　
就
　
業

SQ2 〔カード39〕子どもが何歳に
　なるまで育児休業を取得できま
　したか。次の中から１つお答え
　ください。

SQ3 同じ子どもについて、何回育
　児休業を取得できましたか。

1～9に回答した方
はSQ1～SQ2へ

夫
婦
の
家
事
・

育
児
分
担
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問22 お子さんの中で、どなたかが最初に別居（あなた方ご夫婦と住まいを別にすること）されたのは、あなたが満何 

  歳のときでしたか。また何年何月でしたか。西暦でお答えください。 

 

満（   ）歳       

（   ）年（   ）月 

 

問23 お子さんの中で、どなたかが最初に就職されたのは、あなたが何歳のときでしたか。また何年何月でしたか。 

西暦でお答えください。 

 

満（   ）歳       

（   ）年（   ）月 

 

問24 お子さんの中で、どなたかが最初に結婚されたのは、あなたが満何歳のときでしたか。 また何年何月でしたか。 

西暦でお答えください。 

 

満（   ）歳       

（   ）年（   ）月 

 

（全員にうかがいます。） 

問25 〔カード45〕今後、あなたはお子さんを持つと思いますか。お子さんがいる方は、今後さらに持つご予定をお答 

えください。 

 

 1 2 3 4 

近いうちに持つ予定である   いつかは持つと思う   持たないと思う   わからない 

 

                                         問26へ 

 

 （１か２に回答した人に） 

 ＳＱ１ お子さんをもつとしたら、何人くらいですか。お子さんがいる方は、既にいる人数を除いてお答えください。 

 

（   ）人       

X わからない 

          （男性の方は問26へ） 

          （女性の方はＳＱ２へ） 

 

(33) 

(25)(26) 

(27)～(32)

(9)(10) 

(11)～(16)

(17)(18) 

(19)～(24)

(7)(8)＝05

(34)(35)
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 ＳＱ２ 〔カード46〕女性にうかがいます。お子さんが生まれた後も、お仕事を続けますか。次の中から１つお答え 

ください。 

 

1 現在の仕事を続ける 

2 育児と両立しやすい仕事に変える 

3 仕事をやめて育児に専念する 

4 わからない 

5 現在仕事をしていない 

 

（＊注意）予備質問５の回答を記入し進む。 

問26 あなたは高齢のご家族の介護をした経験がありますか。 

 1 2 

 あ る                な い 

 

          問27へ                問28へ 

 

(37) 

(36) 
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介護経験のある方にうかがいます。 

問27 あなたが経験した介護について、介護対象者ごとに次の質問にお答えください。（介護状況から29ページ介護期 

間中の就業まで順次該当の質問文を読み上げる） 

（調査員注意）２人目以降の介護について聞く場合は、１人目同様、介護状況から29ページ介護期間中の就業まで順次 

質問文を読み上げ、該当の回答コードに○をつける。 

 

(9)(10)＝01

(11)～(41)

(7)(8)＝08

 3　仕事をしていなかった

 1　主たる介護者だった→SQ　家族の中で、最も援助してくれたのはどなたで
　　すか　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択
 2　主たる介護者ではなかった→SQ　主たる介護者はどなたですか
　　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

 1　利用した　　　2　利用しなかった　　　3　わからない

 1　同居
 2　別居(一人暮らし)
 3　別居(他の親族と同居)
 4　わからない

(3) 家族・親族の中で、あなたは、そ
　の方の主たる介護者でした(です)
　か。

介
　
護
　
状
　
況

(4) 〔カード47〕介護の必要が生じた
　当時、その方は、どの程度の介護が
　必要でしたか。

 1　日常生活にはほぼ支障はないが、掃除や料理といった身の回りのこと
　　については時々手助けが必要
 2　食事・着替え・トイレは自分でできるが、入浴には一部介助が必要
 3　食事・着替えは何とか自分でできるが、トイレには一部介助が必要
 4　食事・着替え・トイレのいずれにも一部介助が必要
 5　食事・着替え・トイレのいずれにも全面的な介助が必要
 6　寝たきりの状態にあり、日常生活全般に全面的な介助が必要
 7　わからない

1人目のご家族の介護について
(1) どのご家族を介護しました(してい
ます)か。

　(　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(2) あなたがその方を介護していた時
　期は、いつですか。介護を中断して
　いた期間がある方は、その期間も含
　めてお答えください。

　(　　)年(　　)月から(　　)年(　　)月まで

(7) その方の介護のためにホームヘル
　プサービスを利用しました(してい
　ます)か。

(5) 〔カード48〕介護の必要が生じた
　当時、その方には痴呆(認知症)の症
　状はありましたか。

 1　重度の痴呆があった
 2　軽度の痴呆があった

 3　痴呆はなかった
 4　わからない

(6) 〔カード49〕その方とは同居して
　いました(います)か。また、別居の
　場合、その方は、1人暮らしでした
　(です)か。次の中からあてはまるも
　のを１つお答えください。介護が必
　要になってから同居された方は
　「同居」とお答えください。

(9) その方の介護のために短期滞在型
　の介護施設(ショートステイサービ
　ス)を利用したことがありますか。

 1　利用したことがある
 2　利用したことはない
 3　わからない

介
護
サ
ー

ビ
ス

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください
 2　適用されていなかった
 3　わからない

 1　通っていた　　2　通っていなかった　　3　わからない
(8) その方は通所の介護施設（デイサ
　ービス）に通っていました(います)
　か。

 6　介護経費の援助
 7　在宅勤務
 8　その他(具体的に： 　　　)
 9　いずれもない
10　わからない

(12) 〔カード50〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたはお仕事を
　 していましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート･アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)

SQ2 〔カード52〕介護休業期間の最長
　限度はどのくらいでしたか。次の中
　から１つだけお答えください。

 1　3ヶ月まで　　　　　   5　1年

(11) NPOやボランティア団体のボラン
　 ティアから、介護の援助を受けまし
　 た(受けています)か。ホームヘルパ
　 ーの利用は除いてお答えください。

(13) 〔カード51〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたの勤め先に
　 は、次のような仕事と介護の両立支
　 援制度がありましたか。あてはまる
　 ものをすべてお答えください。ま
　 た、勤め先に介護休業制度があった
　 方は、SQにお答えください。

介
護
援
助

介
護
期
間
中
の
就
業

 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月　　　 　　　　　7　期間の制限はなく、必要日数取得できた
 4　6ヶ月を超え１年未満　 8　わからない

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

 1　介護休業制度→SQ1にお答えください
 2　短時間勤務制度
 3　フレックスタイム
 4　始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ
 5　残業や休日労働の免除

(10) 隣人や友人から、介護の援助を受
　 けましたか。

(介護休業制度があった人に)
SQ1 あなたには介護休業制度が適用さ
　れていましたか。

【続柄コード】
01　配偶者　02　自分の父親　03　自分の母親　04　配偶者の父親　05　配偶者の母親　06　自分の祖父(父方)
07　自分の祖父(母方)　08　自分の祖母(父方)　09　自分の祖母(母方)　10　配偶者の祖父(父方)
11　配偶者の祖父(母方)　12　配偶者の祖母(父方)　13　配偶者の祖母(母方)　14　自分の兄弟姉妹(義理を含む)
15　配偶者の兄弟姉妹(義理を含む)　16子ども　17　子の配偶者　18　その他の家族･親族

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

(13)から(16)に
お答えください

次の介護対象者へ

2から10を回答した方は(14)へ

(15)へ
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(42)～(56)

 1　同一要介護者について
 2　同一要介護者の同一疾病について
 3　その他(具体的に：　　　　　　　　　)
 4　制限なし
 5　わからない

 8  休業を取得して収入を減らしたくなかった

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

10　仕事をやめて介護に専念したかった

(介護休業を取得した人に)
SQ1 介護休業を何回取得しましたか。

SQ3 〔カード53〕介護休業の取得回数
　制限はどのように定められていまし
　たか。あてはまるものを１つ選択
　し、取得できる回数をお答えくださ
　い。「4 制限なし」の場合、回数は
　お答えくださらなくてもけっこうで
　す。

1人目のご家族の介護について

SQ2 〔カード54〕どのくらいの期間介
　護休業を取りましたか。２回以上取
　得した方は、合計の期間をお答えく
　ださい。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

(14) その方の介護のために、介護休業
　 を取得しましたか。

 1　取得した　　　　　　　SQ1～3にお答えください
 2　取得しなかった　　　　SQ4にお答えください

SQ3 〔カード55〕介護休業を取得した
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中からあてはまるものを
　すべてお答えください。

(介護休業を取得しなかった人に)
SQ4 〔カード56〕あなたが介護休業を
　取得しなかった理由は何ですか。次
　の中からあてはまるものをすべてお
　答えください。

 1　職場に介護休業制度がなかった

 5  休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

 7  上司の理解を得るのが難しいと思った

 9  休業を取得する必要がなかった

(15) その方の介護のために、介護休業
　 以外で仕事を休んだことがあります
　 か。

 1　ある　　　　SQへ
 2　ない　　　　(16)へ

介
　
護
　
期
　
間
　
中
　
の
　
就
　
業

 6  休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

 2　職場に介護休業制度があることを知らなかった
 3　介護休業制度の内容が使いづらかった
 4  休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った

 1　年次有給休暇を取得した

(16) 〔カード58〕その方を介護するた
　 めに、お仕事の調整を行いました
　 か。職場における両立支援制度の有
　 無にかかわらず、あなたが行ったも
　 のをすべてお答えください。また、
　 何らかの調整をした方は、SQ1～SQ3
　 にお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した

 6　フレックスタイムに変更した

 2　週の所定労働日数を減らした
 3　残業しなかった
 4　休日労働をしなかった
 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした

 7　自宅で仕事をした
 8　仕事の内容を変えた
 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)
10　仕事の調整はしなかった　　　　次の介護者へ

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

 (　　　)回

SQ 〔カード57〕どのような形態で休み
　ましたか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 2　年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した
 3　欠勤した

 5　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
 4　休職した

 6　わからない

SQ2 〔カード60〕お仕事の調整をした
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中から何らかの調整をし
　た時期をすべてお答えください。

SQ1 〔カード59〕どのくらいの期間、
　お仕事の調整をしましたか。複数の
　調整を行った方は、合計の期間をお
　答えください。

 1　変わった
 2　変わらない

SQ3 お仕事の調整にあたり、あなたの
　 従業上の地位は変わりましたか。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間

 4　6ヶ月を超え１年未満
 3　6ヶ月

(　　)回

1～9に回答した方は
SQ1～SQ3へ

(15）へ
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問27 （２人目の介護状況）（介護経験が１人の場合は36ページ問28へ） 

(9)(10)＝02

(11)～(41)

　

 3　仕事をしていなかった

２人目のご家族の介護について

介
　
護
　
状
　
況

(1) どのご家族を介護しました(してい
ます)か。

　(　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(2) あなたがその方を介護していた時
　期は、いつですか。介護を中断して
　いた期間がある方は、その期間も含
　めてお答えください。

　(　　)年(　　)月から(　　)年(　　)月まで

(3) 家族・親族の中で、あなたは、そ
　の方の主たる介護者でした(です)
　か。

 1　主たる介護者だった→SQ　家族の中で、最も援助してくれたのはどなたで
　　すか　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択
 2　主たる介護者ではなかった→SQ　主たる介護者はどなたですか
　　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(4) 〔カード47〕介護の必要が生じた
　当時、その方は、どの程度の介護が
　必要でしたか。

 1　日常生活にはほぼ支障はないが、掃除や料理といった身の回りのこと
　　については時々手助けが必要
 2　食事・着替え・トイレは自分でできるが、入浴には一部介助が必要
 3　食事・着替えは何とか自分でできるが、トイレには一部介助が必要
 4　食事・着替え・トイレのいずれにも一部介助が必要
 5　食事・着替え・トイレのいずれにも全面的な介助が必要
 6　寝たきりの状態にあり、日常生活全般に全面的な介助が必要
 7　わからない

(5) 〔カード48〕介護の必要が生じた
　当時、その方には痴呆(認知症)の症
　状はありましたか。

 1　重度の痴呆があった
 2　軽度の痴呆があった

 3　痴呆はなかった
 4　わからない

(6) 〔カード49〕その方とは同居して
　いました(います)か。また、別居の
　場合、その方は、1人暮らしでした
　(です)か。次の中からあてはまるも
　のを１つお答えください。介護が必
　要になってから同居された方は
　「同居」とお答えください。

 1　同居
 2　別居(一人暮らし)
 3　別居(他の親族と同居)
 4　わからない

介
護
サ
ー

ビ
ス

(7) その方の介護のためにホームヘル
　プサービスを利用しました(してい
　ます)か。

 1　利用した　　　2　利用しなかった　　　3　わからない

(8) その方は通所の介護施設（デイサ
　ービス）に通っていました(います)
　か。

 1　通っていた　　2　通っていなかった　　3　わからない

(9) その方の介護のために短期滞在型
　の介護施設(ショートステイサービ
　ス)を利用したことがありますか。

 1　利用したことがある
 2　利用したことはない
 3　わからない

介
護
援
助

(10) 隣人や友人から、介護の援助を受
　 けましたか。

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

(11) NPOやボランティア団体のボラン
　 ティアから、介護の援助を受けまし
　 た(受けています)か。ホームヘルパ
　 ーの利用は除いてお答えください。

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

介
護
期
間
中
の
就
業

(12) 〔カード50〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたはお仕事を
　 していましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート･アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)
 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

(13) 〔カード51〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたの勤め先に
　 は、次のような仕事と介護の両立支
　 援制度がありましたか。あてはまる
　 ものをすべてお答えください。ま
　 た、勤め先に介護休業制度があった
　 方は、SQにお答えください。

 1　介護休業制度→SQ1にお答えください
 2　短時間勤務制度
 3　フレックスタイム
 4　始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ
 5　残業や休日労働の免除

 6　介護経費の援助
 7　在宅勤務
 8　その他(具体的に： 　　　)
 9　いずれもない
10　わからない

(介護休業制度があった人に)
SQ1 あなたには介護休業制度が適用さ
　れていましたか。

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください
 2　適用されていなかった
 3　わからない

SQ2 〔カード52〕介護休業期間の最長
　限度はどのくらいでしたか。次の中
　から１つだけお答えください。

【続柄コード】
01　配偶者　02　自分の父親　03　自分の母親　04　配偶者の父親　05　配偶者の母親　06　自分の祖父(父方)
07　自分の祖父(母方)　08　自分の祖母(父方)　09　自分の祖母(母方)　10　配偶者の祖父(父方)
11　配偶者の祖父(母方)　12　配偶者の祖母(父方)　13　配偶者の祖母(母方)　14　自分の兄弟姉妹(義理を含む)
15　配偶者の兄弟姉妹(義理を含む)　16子ども　17　子の配偶者　18　その他の家族･親族

 1　3ヶ月まで　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月　　　 　　　　　7　期間の制限はなく、必要日数取得できた
 4　6ヶ月を超え１年未満　 8　わからない

2から10を回答した方は(14)へ

(15)へ

(13)から(16)に
お答えください

次の介護対象者へ
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(42)～(56)

 1　同一要介護者について
 2　同一要介護者の同一疾病について
 3　その他(具体的に：　　　　　　　　　)
 4　制限なし
 5　わからない

 8  休業を取得して収入を減らしたくなかった

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

10　仕事をやめて介護に専念したかった

 (　　　)回

SQ2 〔カード54〕どのくらいの期間介
　護休業を取りましたか。２回以上取
　得した方は、合計の期間をお答えく
　ださい。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

 1　取得した　　　　　　　SQ1～3にお答えください
 2　取得しなかった　　　　SQ4にお答えください

(介護休業を取得した人に)
SQ1 介護休業を何回取得しましたか。

SQ3 〔カード55〕介護休業を取得した
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中からあてはまるものを
　すべてお答えください。

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

２人目のご家族の介護について

介
　
護
　
期
　
間
　
中
　
の
　
就
　
業

SQ3 〔カード53〕介護休業の取得回数
　制限はどのように定められていまし
　たか。あてはまるものを１つ選択
　し、取得できる回数をお答えくださ
　い。「4 制限なし」の場合、回数は
　お答えくださらなくてもけっこうで
　す。

(14) その方の介護のために、介護休業
　 を取得しましたか。

(介護休業を取得しなかった人に)
SQ4 〔カード56〕あなたが介護休業を
　取得しなかった理由は何ですか。次
　の中からあてはまるものをすべてお
　答えください。

 1　職場に介護休業制度がなかった
 2　職場に介護休業制度があることを知らなかった
 3　介護休業制度の内容が使いづらかった
 4  休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った
 5  休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った
 6  休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった
 7  上司の理解を得るのが難しいと思った

 9  休業を取得する必要がなかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

(15) その方の介護のために、介護休業
　 以外で仕事を休んだことがあります
　 か。

 1　ある　　　　SQへ
 2　ない　　　　(16)へ

SQ 〔カード57〕どのような形態で休み
　ましたか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 1　年次有給休暇を取得した
 2　年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した
 3　欠勤した
 4　休職した
 5　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
 6　わからない

(16) 〔カード58〕その方を介護するた
　 めに、お仕事の調整を行いました
　 か。職場における両立支援制度の有
　 無にかかわらず、あなたが行ったも
　 のをすべてお答えください。また、
　 何らかの調整をした方は、SQ1～SQ3
　 にお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した
 2　週の所定労働日数を減らした
 3　残業しなかった
 4　休日労働をしなかった
 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした
 6　フレックスタイムに変更した
 7　自宅で仕事をした
 8　仕事の内容を変えた
 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)
10　仕事の調整はしなかった　　　　次の介護者へ

SQ1 〔カード59〕どのくらいの期間、
　お仕事の調整をしましたか。複数の
　調整を行った方は、合計の期間をお
　答えください。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

SQ2 〔カード60〕お仕事の調整をした
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中から何らかの調整をし
　た時期をすべてお答えください。

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

SQ3 お仕事の調整にあたり、あなたの
　 従業上の地位は変わりましたか。

 1　変わった
 2　変わらない

1～9に回答した方は
SQ1～SQ3へ

(15）へ

(　　)回
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問27 （３人目の介護状況）（介護経験が２人の場合は36ページ問28へ） 

 

(9)(10)＝03

(11)～(41)

 3　仕事をしていなかった

３人目のご家族の介護について

介
　
護
　
状
　
況

(1) どのご家族を介護しました(してい
ます)か。

　(　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(2) あなたがその方を介護していた時
　期は、いつですか。介護を中断して
　いた期間がある方は、その期間も含
　めてお答えください。

　(　　)年(　　)月から(　　)年(　　)月まで

(3) 家族・親族の中で、あなたは、そ
　の方の主たる介護者でした(です)
　か。

 1　主たる介護者だった→SQ　家族の中で、最も援助してくれたのはどなたで
　　すか　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択
 2　主たる介護者ではなかった→SQ　主たる介護者はどなたですか
　　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(4) 〔カード47〕介護の必要が生じた
　当時、その方は、どの程度の介護が
　必要でしたか。

 1　日常生活にはほぼ支障はないが、掃除や料理といった身の回りのこと
　　については時々手助けが必要
 2　食事・着替え・トイレは自分でできるが、入浴には一部介助が必要
 3　食事・着替えは何とか自分でできるが、トイレには一部介助が必要
 4　食事・着替え・トイレのいずれにも一部介助が必要
 5　食事・着替え・トイレのいずれにも全面的な介助が必要
 6　寝たきりの状態にあり、日常生活全般に全面的な介助が必要
 7　わからない

(5) 〔カード48〕介護の必要が生じた
　当時、その方には痴呆(認知症)の症
　状はありましたか。

 1　重度の痴呆があった
 2　軽度の痴呆があった

 3　痴呆はなかった
 4　わからない

(6) 〔カード49〕その方とは同居して
　いました(います)か。また、別居の
　場合、その方は、1人暮らしでした
　(です)か。次の中からあてはまるも
　のを１つお答えください。介護が必
　要になってから同居された方は
　「同居」とお答えください。

 1　同居
 2　別居(一人暮らし)
 3　別居(他の親族と同居)
 4　わからない

介
護
サ
ー

ビ
ス

(7) その方の介護のためにホームヘル
　プサービスを利用しました(してい
　ます)か。

 1　利用した　　　2　利用しなかった　　　3　わからない

(8) その方は通所の介護施設（デイサ
　ービス）に通っていました(います)
　か。

 1　通っていた　　2　通っていなかった　　3　わからない

(9) その方の介護のために短期滞在型
　の介護施設(ショートステイサービ
　ス)を利用したことがありますか。

 1　利用したことがある
 2　利用したことはない
 3　わからない

介
護
援
助

(10) 隣人や友人から、介護の援助を受
　 けましたか。

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

(11) NPOやボランティア団体のボラン
　 ティアから、介護の援助を受けまし
　 た(受けています)か。ホームヘルパ
　 ーの利用は除いてお答えください。

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

介
護
期
間
中
の
就
業

(12) 〔カード50〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたはお仕事を
　 していましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート･アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)
 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

(13) 〔カード51〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたの勤め先に
　 は、次のような仕事と介護の両立支
　 援制度がありましたか。あてはまる
　 ものをすべてお答えください。ま
　 た、勤め先に介護休業制度があった
　 方は、SQにお答えください。

 1　介護休業制度→SQ1にお答えください
 2　短時間勤務制度
 3　フレックスタイム
 4　始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ
 5　残業や休日労働の免除

 6　介護経費の援助
 7　在宅勤務
 8　その他(具体的に： 　　　)
 9　いずれもない
10　わからない

(介護休業制度があった人に)
SQ1 あなたには介護休業制度が適用さ
　れていましたか。

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください
 2　適用されていなかった
 3　わからない

SQ2 〔カード52〕介護休業期間の最長
　限度はどのくらいでしたか。次の中
　から１つだけお答えください。

 1　3ヶ月まで　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月　　　 　　　　　7　期間の制限はなく、必要日数取得できた
 4　6ヶ月を超え１年未満　 8　わからない

【続柄コード】
01　配偶者　02　自分の父親　03　自分の母親　04　配偶者の父親　05　配偶者の母親　06　自分の祖父(父方)
07　自分の祖父(母方)　08　自分の祖母(父方)　09　自分の祖母(母方)　10　配偶者の祖父(父方)
11　配偶者の祖父(母方)　12　配偶者の祖母(父方)　13　配偶者の祖母(母方)　14　自分の兄弟姉妹(義理を含む)
15　配偶者の兄弟姉妹(義理を含む)　16子ども　17　子の配偶者　18　その他の家族･親族

2から10を回答した方は(14)へ

(15)へ

次の介護対象者へ

(13)から(16)に
お答えください
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(42)～(56)

 1　同一要介護者について
 2　同一要介護者の同一疾病について
 3　その他(具体的に：　　　　　　　　　)
 4　制限なし
 5　わからない

 8  休業を取得して収入を減らしたくなかった

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

10　仕事をやめて介護に専念したかった

３人目のご家族の介護について

介
　
護
　
期
　
間
　
中
　
の
　
就
　
業

SQ3 〔カード53〕介護休業の取得回数
　制限はどのように定められていまし
　たか。あてはまるものを１つ選択
　し、取得できる回数をお答えくださ
　い。「4 制限なし」の場合、回数は
　お答えくださらなくてもけっこうで
　す。

(14) その方の介護のために、介護休業
　 を取得しましたか。

 1　取得した　　　　　　　SQ1～3にお答えください
 2　取得しなかった　　　　SQ4にお答えください

(介護休業を取得した人に)
SQ1 介護休業を何回取得しましたか。

 (　　　)回

SQ2 〔カード54〕どのくらいの期間介
　護休業を取りましたか。２回以上取
　得した方は、合計の期間をお答えく
　ださい。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

SQ3 〔カード55〕介護休業を取得した
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中からあてはまるものを
　すべてお答えください。

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

(介護休業を取得しなかった人に)
SQ4 〔カード56〕あなたが介護休業を
　取得しなかった理由は何ですか。次
　の中からあてはまるものをすべてお
　答えください。

 1　職場に介護休業制度がなかった
 2　職場に介護休業制度があることを知らなかった
 3　介護休業制度の内容が使いづらかった
 4  休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った
 5  休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った
 6  休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった
 7  上司の理解を得るのが難しいと思った

 9  休業を取得する必要がなかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

(15) その方の介護のために、介護休業
　 以外で仕事を休んだことがあります
　 か。

 1　ある　　　　SQへ
 2　ない　　　　(16)へ

SQ 〔カード57〕どのような形態で休み
　ましたか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 1　年次有給休暇を取得した
 2　年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した
 3　欠勤した
 4　休職した
 5　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
 6　わからない

(16) 〔カード58〕その方を介護するた
　 めに、お仕事の調整を行いました
　 か。職場における両立支援制度の有
　 無にかかわらず、あなたが行ったも
　 のをすべてお答えください。また、
　 何らかの調整をした方は、SQ1～SQ3
　 にお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した
 2　週の所定労働日数を減らした
 3　残業しなかった
 4　休日労働をしなかった
 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした
 6　フレックスタイムに変更した
 7　自宅で仕事をした
 8　仕事の内容を変えた
 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)
10　仕事の調整はしなかった　　　　次の介護者へ

SQ1 〔カード59〕どのくらいの期間、
　お仕事の調整をしましたか。複数の
　調整を行った方は、合計の期間をお
　答えください。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

SQ2 〔カード60〕お仕事の調整をした
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中から何らかの調整をし
　た時期をすべてお答えください。

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

SQ3 お仕事の調整にあたり、あなたの
　 従業上の地位は変わりましたか。

 1　変わった
 2　変わらない

1～9に回答した方は
SQ1～SQ3へ

(15）へ

(　　)回
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問27 （４人目の介護状況）（介護経験が３人の場合は36ページ問28へ） 

 

(9)(10)＝04

(11)～(41)

 3　仕事をしていなかった

４人目のご家族の介護について

介
　
護
　
状
　
況

(1) どのご家族を介護しました(してい
ます)か。

　(　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(2) あなたがその方を介護していた時
　期は、いつですか。介護を中断して
　いた期間がある方は、その期間も含
　めてお答えください。

　(　　)年(　　)月から(　　)年(　　)月まで

(3) 家族・親族の中で、あなたは、そ
　の方の主たる介護者でした(です)
　か。

 1　主たる介護者だった→SQ　家族の中で、最も援助してくれたのはどなたで
　　すか　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択
 2　主たる介護者ではなかった→SQ　主たる介護者はどなたですか
　　(　　　　)　*下記の続柄コードから１人選択

(4) 〔カード47〕介護の必要が生じた
　当時、その方は、どの程度の介護が
　必要でしたか。

 1　日常生活にはほぼ支障はないが、掃除や料理といった身の回りのこと
　　については時々手助けが必要
 2　食事・着替え・トイレは自分でできるが、入浴には一部介助が必要
 3　食事・着替えは何とか自分でできるが、トイレには一部介助が必要
 4　食事・着替え・トイレのいずれにも一部介助が必要
 5　食事・着替え・トイレのいずれにも全面的な介助が必要
 6　寝たきりの状態にあり、日常生活全般に全面的な介助が必要
 7　わからない

(5) 〔カード48〕介護の必要が生じた
　当時、その方には痴呆(認知症)の症
　状はありましたか。

 1　重度の痴呆があった
 2　軽度の痴呆があった

 3　痴呆はなかった
 4　わからない

(6) 〔カード49〕その方とは同居して
　いました(います)か。また、別居の
　場合、その方は、1人暮らしでした
　(です)か。次の中からあてはまるも
　のを１つお答えください。介護が必
　要になってから同居された方は
　「同居」とお答えください。

 1　同居
 2　別居(一人暮らし)
 3　別居(他の親族と同居)
 4　わからない

介
護
サ
ー

ビ
ス

(7) その方の介護のためにホームヘル
　プサービスを利用しました(してい
　ます)か。

 1　利用した　　　2　利用しなかった　　　3　わからない

(8) その方は通所の介護施設（デイサ
　ービス）に通っていました(います)
　か。

 1　通っていた　　2　通っていなかった　　3　わからない

(9) その方の介護のために短期滞在型
　の介護施設(ショートステイサービ
　ス)を利用したことがありますか。

 1　利用したことがある
 2　利用したことはない
 3　わからない

介
護
援
助

(10) 隣人や友人から、介護の援助を受
　 けましたか。

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

(11) NPOやボランティア団体のボラン
　 ティアから、介護の援助を受けまし
　 た(受けています)か。ホームヘルパ
　 ーの利用は除いてお答えください。

 1　受けた　　　　2　受けなかった　　　　3　わからない

介
護
期
間
中
の
就
業

(12) 〔カード50〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたはお仕事を
　 していましたか。

 1　勤めていた(正規従業員、パート･アルバイト、
　　契約社員、派遣社員)
 2　勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･
　　個人経営･自由業･家族従業員･内職)

(13) 〔カード51〕その方を介護する必
　 要が生じた当時、あなたの勤め先に
　 は、次のような仕事と介護の両立支
　 援制度がありましたか。あてはまる
　 ものをすべてお答えください。ま
　 た、勤め先に介護休業制度があった
　 方は、SQにお答えください。

 1　介護休業制度→SQ1にお答えください
 2　短時間勤務制度
 3　フレックスタイム
 4　始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ
 5　残業や休日労働の免除

 6　介護経費の援助
 7　在宅勤務
 8　その他(具体的に： 　　　)
 9　いずれもない
10　わからない

(介護休業制度があった人に)
SQ1 あなたには介護休業制度が適用さ
　れていましたか。

 1　適用されていた　　　　SQ2、SQ3にお答えください
 2　適用されていなかった
 3　わからない

SQ2 〔カード52〕介護休業期間の最長
　限度はどのくらいでしたか。次の中
　から１つだけお答えください。

 1　3ヶ月まで　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月　　　 　　　　　7　期間の制限はなく、必要日数取得できた
 4　6ヶ月を超え１年未満　 8　わからない

【続柄コード】
01　配偶者　02　自分の父親　03　自分の母親　04　配偶者の父親　05　配偶者の母親　06　自分の祖父(父方)
07　自分の祖父(母方)　08　自分の祖母(父方)　09　自分の祖母(母方)　10　配偶者の祖父(父方)
11　配偶者の祖父(母方)　12　配偶者の祖母(父方)　13　配偶者の祖母(母方)　14　自分の兄弟姉妹(義理を含む)
15　配偶者の兄弟姉妹(義理を含む)　16子ども　17　子の配偶者　18　その他の家族･親族

2から10を回答した方は(14)へ

(15)へ

次の介護対象者へ

(13)から(16)に
お答えください
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(42)～(56)

 1　同一要介護者について
 2　同一要介護者の同一疾病について
 3　その他(具体的に：　　　　　　　　　)
 4　制限なし
 5　わからない

 8  休業を取得して収入を減らしたくなかった

12　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

10　仕事をやめて介護に専念したかった

４人目のご家族の介護について

介
　
護
　
期
　
間
　
中
　
の
　
就
　
業

SQ3 〔カード53〕介護休業の取得回数
　制限はどのように定められていまし
　たか。あてはまるものを１つ選択
　し、取得できる回数をお答えくださ
　い。「4 制限なし」の場合、回数は
　お答えくださらなくてもけっこうで
　す。

(14) その方の介護のために、介護休業
　 を取得しましたか。

 1　取得した　　　　　　　SQ1～3にお答えください
 2　取得しなかった　　　　SQ4にお答えください

(介護休業を取得した人に)
SQ1 介護休業を何回取得しましたか。

 (　　　)回

SQ2 〔カード54〕どのくらいの期間介
　護休業を取りましたか。２回以上取
　得した方は、合計の期間をお答えく
　ださい。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

SQ3 〔カード55〕介護休業を取得した
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中からあてはまるものを
　すべてお答えください。

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

(介護休業を取得しなかった人に)
SQ4 〔カード56〕あなたが介護休業を
　取得しなかった理由は何ですか。次
　の中からあてはまるものをすべてお
　答えください。

 1　職場に介護休業制度がなかった
 2　職場に介護休業制度があることを知らなかった
 3　介護休業制度の内容が使いづらかった
 4  休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った
 5  休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った
 6  休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった
 7  上司の理解を得るのが難しいと思った

 9  休業を取得する必要がなかった

11　家族が仕事をやめることを望んだ

(15) その方の介護のために、介護休業
　 以外で仕事を休んだことがあります
　 か。

 1　ある　　　　SQへ
 2　ない　　　　(16)へ

SQ 〔カード57〕どのような形態で休み
　ましたか。次の中からあてはまるも
　のをすべてお答えください。

 1　年次有給休暇を取得した
 2　年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した
 3　欠勤した
 4　休職した
 5　その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
 6　わからない

(16) 〔カード58〕その方を介護するた
　 めに、お仕事の調整を行いました
　 か。職場における両立支援制度の有
　 無にかかわらず、あなたが行ったも
　 のをすべてお答えください。また、
　 何らかの調整をした方は、SQ1～SQ3
　 にお答えください。

 1　１日の所定労働時間を短縮した
 2　週の所定労働日数を減らした
 3　残業しなかった
 4　休日労働をしなかった
 5　始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした
 6　フレックスタイムに変更した
 7　自宅で仕事をした
 8　仕事の内容を変えた
 9　その他(具体的に：　　　　　　　　)
10　仕事の調整はしなかった　　　　次の介護者へ

SQ1 〔カード59〕どのくらいの期間、
　お仕事の調整をしましたか。複数の
　調整を行った方は、合計の期間をお
　答えください。

 1　3ヶ月以内　　　　　　　　　　   5　1年
 2　3ヶ月を超え6ヶ月未満　　　　　　6　1年を超える期間
 3　6ヶ月
 4　6ヶ月を超え１年未満

SQ2 〔カード60〕お仕事の調整をした
　のは、その方がどの状態の時期でし
　たか。次の中から何らかの調整をし
　た時期をすべてお答えください。

 1　介護の必要が生じた当初
 2　状態が安定した時期
 3　看取りの時期

SQ3 お仕事の調整にあたり、あなたの
　 従業上の地位は変わりましたか。

 1　変わった
 2　変わらない

1～9に回答した方は
SQ1～SQ3へ

(15）へ

(　　)回

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －286－

（全員にうかがいます。） 

問28 〔カード61〕あなたは、今後、ご自分が高齢のご家族を介護するようになると思いますか。 

 

1 近いうちになると思う   3 ならないと思う      

2 いつかはなると思う 4 わからない 

 

問29 〔カード62〕あなたは今後、ご自分が高齢のご家族の介護をすることになっても、お仕事を続けると思いますか。 

 

1 現在の仕事を続ける 4 わからない 

2 介護と両立しやすい仕事に変える 5 現在仕事をしていない 

3 仕事をやめて介護に専念する 

 

問30 〔カード63〕お宅では、現在、家事・育児はどのように行われていますか。次の中から最も近いものを選んでお 

  答えください。…現在、育児に関係ない場合は、家事についてのみお答え下さい。 

 

 1 2 3 4 5 

もっぱら一人   主に一人が行   主に一人が行っ   複数の人がほ   その他（誰がどの 

が行っている   い、他の人が   ているが、他の   ぼ同等に分担   ようにかを具体的 

         少し手伝って   人もかなり手伝   している     に記入） 

         いる       っている     

 

 

ＳＱ２ 〔カード64〕お宅で家事・

   育児を主に行っているのは、 

どなたですか。 

 

1 自分 

2 配偶者 

3 同居の親（義理の親を含む）

4 同居の子ども（義理の子ども

  を含む） 

5 同居しているその他の家族 

6 同居していない家族・親族 

7 家族・親族以外の同居者 

8 その他（        ）

ＳＱ１ 〔カード64〕お宅で家事・ 

   育児をもっぱら行っているの 

はどなたですか。 

 

1 自分 

2 配偶者 

3 同居の親（義理の親を含む） 

4 同居の子ども（義理の子ども 

を含む） 

5 同居しているその他の家族 

6 同居していない家族・親族 

7 家族・親族以外の同居者 

8 その他（        ） 

     （問31へ） 

ＳＱ３ 〔カード64〕では、その家

   事・育児を手伝っているのは、

   主にどなたですか。お一人だけ

   あげてください。 

 

1 自分 

2 配偶者 

3 同居の親（義理の親を含む）

4 同居の子ども（義理の子ども

  を含む） 

5 同居しているその他の家族 

6 同居していない家族・親族 

7 家族・親族以外の同居者 

8 その他（        ）

    （問31へ） 

ＳＱ４ 〔カード64〕お宅で家事・

   育児を行っている主な方を２ 

人あげてください。（1人目）

 

1 自分 

2 配偶者 

3 同居の親（義理の親を含む）

4 同居の子ども（義理の子ども

  を含む） 

5 同居しているその他の家族 

6 同居していない家族・親族 

7 家族・親族以外の同居者 

8 その他（        ）

 

（２人目） 

1 自分 

2 配偶者 

3 同居の親（義理の親を含む）

4 同居の子ども（義理の子ども

  を含む） 

5 同居しているその他の家族 

6 同居していない家族・親族 

7 家族・親族以外の同居者 

8 その他（        ）

    （問31へ） 

(44) 

(40) 

(38) 

(39) 

(7)(8)＝05

(45) 

(41) 
(42) 

(43) 
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問31 現在、あなたは、自治会活動、ボランティア、趣味の活動など、地域とつながりのある活動をしていますか。た 

  だし、団体や会に入っていても、あなた自身が実際に活動していないものは「していない」とお考えください。 

 

 1 2 

  している                 していない 

 

                             問32へ 

 

 ＳＱ１ 〔カード65〕あなたがしている活動は、次のうちどれにあてはまりますか。あてはまるものをすべてお答え 

下さい。（○はいくつでも） 

 

 1 2 3 4 

町内会、自治      ボランティア、     スポーツ・教      その他 

会、婦人会な      NPO、生協など      養・娯楽など      （具体的に：    ） 

どの地域活動      の市民活動       の趣味的活動  

 

                                                                                        問32へ 

 

ＳＱ２ 会や団体の役員や委員をしていますか。 

 

1 している  

2 していない 

       

ＳＱ３ 子育て支援や高齢者の介護・援助にかかわる活

   動についてうかがいます。 

  (1) 子育て支援にかかわる活動をしていますか。 

 

1 している  

2 していない 

 

  (2) 高齢者の介護・援助にかかわる活動をしていま

    すか。 

 

1 している  

2 していない 

 

問32 現在お住まいの市区町村に何年から住んでいますか。西暦でお答えください。 

 

      （    ）年 

 

問33 〔カード66〕もしもご自分の時間の過ごし方を変えることができるとしたら、以下の項目に費やす時間を増やし 

  たいですか、減らしたいですか、それとも今のままでよいですか。 

 増
や
し
た
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え 

ば
増
や
し
た
い 

今
の
ま
ま
で 

よ
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え 

ば
減
ら
し
た
い 

減
ら
し
た
い 

わ
か
ら
な
い 

(1) 収入を伴う仕事の時間 1 2 3 4 5 6 

(2) 家庭生活に費やす時間 1 2 3 4 5 6 

(3) ボランティアや地域の活動に参加する時間 1 2 3 4 5 6 

(4) 趣味やレジャーなどの余暇に費やす時間 1 2 3 4 5 6 

(50) 

(49) 

(46) 

(47) 

(51)～(54) 

(48) 

(55)

 

(58)
～ 
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問34 〔カード67〕家事、育児、介護などの家庭生活と仕事について、あなたが望ましいと思う男性と女性の生き方は、 

  どのようなものでしょうか。(1)男性と(2)女性のそれぞれについて次の中から１つお答えください。 

 家
事
・
育
児
・
介
護
は
し
な 

い
で
、
仕
事
に
専
念
す
る 

家
事
・
育
児
・
介
護
も
す
る 

が
、
あ
く
ま
で
も
仕
事
を
優 

先
す
る 

家
事
・
育
児
・
介
護
も
仕
事 

も
同
じ
く
ら
い
す
る 

仕
事
も
す
る
が
、
あ
く
ま
で 

も
家
事
・
育
児
・
介
護
を
優

先
す
る 

仕
事
は
し
な
い
で
、
家
事
・ 

育
児
・
介
護
に
専
念
す
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

(1) 男性について 1 2 3 4 5 6 7 

(2) 女性について 1 2 3 4 5 6 7 

 

問35 〔カード68〕お宅のお住まいは、この中のどれにあたりますか。 

 

1 持家（住宅ローン返済中） 

2 持家（住宅ローンなし） 

3 民間の借家（一戸建、賃貸マンション、アパートを含む） 

4 公営の借家（住宅公団、住宅供給公社、自治体の賃貸住宅） 

5 給与住宅（社宅、公務員住宅）  

6 借間、下宿 

7 住み込み、寄宿舎、独身寮など 

8 その他 

 

問36 〔カード69〕過去1年間のあなた個人の収入は、税込みで次のどれに近いでしょうか。臨時収入、副収入も含め 

てお答え下さい。（2000万円以上の場合は、具体的な金額をお答え下さい。） 

 

1 25万円未満 

2 50万円位 

3 100万円位 

4 150万円位 

5 200万円位 

6 250万円位 

7 300万円位 

8 350万円位 

9 400万円位 

10 450万円位  

11 500万円位 

12 550万円位 

13 600万円位 

14 650万円位 

15 700万円位 

16 750万円位 

17 800万円位 

18 850万円位 

19 900万円位 

20 950万円位  

21 1000万円位 

22 1100万円位 

23 1200万円位 

24 1300万円位 

25 1400万円位 

26 1500万円位 

27 1600万円位 

28 1700万円位 

29 1800万円位 

30 1900万円位  

31 2000万円以上→（     ）万円 

32 収入はない 

33 わからない 

 

(62)(63) 

(64)～(67)

(61) 

(59)

 

(60)
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問37 〔カード69〕過去1年間のあなたのお宅の全収入は、税込みで次のどれに近いでしょうか。他のご家族の方の収 

入、臨時収入、副収入も含めてお答えください。（2000万円以上の場合は、具体的な金額をお答え下さい。） 

1 25万円未満 

2 50万円位 

3 100万円位 

4 150万円位 

5 200万円位 

6 250万円位 

7 300万円位 

8 350万円位 

9 400万円位 

10 450万円位  

11 500万円位 

12 550万円位 

13 600万円位 

14 650万円位 

15 700万円位 

16 750万円位 

17 800万円位 

18 850万円位 

19 900万円位 

20 950万円位  

21 1000万円位 

22 1100万円位 

23 1200万円位 

24 1300万円位 

25 1400万円位 

26 1500万円位 

27 1600万円位 

28 1700万円位 

29 1800万円位 

30 1900万円位  

31 2000万円以上→（     ）万円 

32 収入はない 

33 わからない 

 

問38 〔カード70〕最後に、仕事と家庭生活の調和についておうかがいします。現在、あなたは、次のように感じるこ 

とがありますか。（(1)～(3)を順次聞く） 

 あ
て
は
ま
る 

や
や
あ
て
は 

ま
る 

あ
ま
り
あ
て 

は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

仕
事
を
し
て 

い
な
い 

(1) 仕事での責任を果たすために、家事、育児、介護 
   がおろそかになっていると感じる 1 2 3 4 5 6 

(2) 家事、育児、介護のために、仕事での責任を果た 
   せていないと感じる 1 2 3 4 5 6 

(3) 仕事と家庭生活の両立が難しく、悩むことがある 1 2 3 4 5 6 

 

どうもありがとうございます。 

(74)

 

(76)
～ 

(68)(69) 

(70)～(73)
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「仕事と生活調査」配偶者票 
 

   

ご記入に際してのお願い 

１) この調査は、配偶者の方ご本人自身でご記入をお願いします。 

２) 回答の仕方は、あてはまる番号を○で囲んでいただくか、数字をご記入ください。年・月の記入は西暦でお

願いします。（西暦年の計算に時間がかかる場合は、裏面の元号・西暦対応表をご活用ください。） 

３) ご回答いただく○印の数は質問文に（１つ）とか（いくつでも）などと示していますので、それに従って 

ご回答ください。 

４) ご記入は、質問の番号や矢印（→）の指示にそってお願いします。 

５) ご記入は鉛筆または黒・青のペン、ボールペンでお願いします。 

６) 「その他」をお答えになった場合は、（   ）内に具体的な内容をご記入ください。 

  

仕事の内容は次の例を参考に、なるべく、具体的にご記入ください。 

● 勤め人の場合 

「組立工」「修理工」といった書き方ではなく、「カメラの組立」「自動車の修理」のように、あなたご自身の 

なさっている仕事について、作業工程や扱っている製品名がわかるようにご記入ください。 

○ 事務の場合は…「経理事務」「一般事務」「営業事務」「ワープロオペレーター」など、事務の中味もお書 

きください。 

○ 外交の場合は…「自動車のセールス」「新聞の集金」「印刷の受渡し」などの仕事の内容もお書きください。 

○ 学校の教師の場合は…「小学校の先生」「高校教師」のように、学校の種類がわかるようお書きください。 

 

● 事業の経営者の場合 

事業の経営とともに、実際の業務も行っている場合は両方をお答えください。 

○ 工務店の経営で、建設の仕事もしている場合…「工務店の経営、大工」など 

○ クリーニング店の経営者で、実務もしている場合…「クリーニング店経営、洗濯物の受渡し」など 

 

なお、記入上おわかりにならない点などがありましたら、下記、（社）新情報センターまでお問い合わせください。 

  

 

    月   日   時頃に、調査員がいただきにまいりますので、それまでにご記入くださいますようお

願いいたします。 

 

平成１７年６月 

 

                         【調査実施機関・お問い合わせ先】 

                             社団法人  新 情 報 セ ン タ ー 

                             担当：飯田、溝渕 

                             〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿１－13－６ 

                                         恵比寿ＩＳビル４Ｆ 

                                          TEL：０３－３４７３－８８３３ 

                            （お問い合わせ時間：月～金の9：00～17：00） 

地点番号 対象番号 調査員名 
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本日お願いいたしました調査票は大きく分けて仕事、育児、介護についてご記入いただきます。個々の質問にご記入

いただく前に、記入の仕方をご理解いただくために、以下の予備質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

【仕事】 

予備質問１ 現在、仕事をしていますか。内職、パート、アルバイト等も職業に含めてお答えください。ただし、学生 

時代のアルバイトは職業に含めないでください。（回答を２ページ問３へ転記してください） 

 

1 有職               2 無職            3 学生 

          

ＳＱ１ これまでに、現在の勤め先、または事業や

商売以外に仕事をしたことがありますか。

（回答を５ページ問10へ転記してください）

 

 

  1 ある       2 ない 

 

 

 

ＳＱ２ これまでに、仕事をしたことがありますか。内職、

パート、アルバイト等も職業に含めてお答えくださ

い。ただし、学生時代のアルバイトは職業に含めな

いでください。（回答を２ページ問３ＳＱへ転記し

てください） 

 

1 ある        2 ない 

 

 

 

ＳＱ３ あなたが経験した勤め先、またはやられた事業や商売はいくつですか。二つ以上の会社に同時に勤務した経 

験がある場合、主な勤め先だけでなく、同時に勤めた会社もすべて数えてお答え下さい。ただし、同一企業内で 

事業所を移動した場合、出向した場合、再雇用された場合、勤め先が合併や名称変更した場合は、同じ勤め先に 

いたとお考え下さい。 

 
勤め先または事業や商売の数（     ） 

                ↓ 

 

 

 

 

【育児】 

予備質問２ 次に育児についてお聞きします。お子さんは、いますか。亡くなったお子さんも含めて人数をお答えくだ 

さい。（回答を13ページ問14へ転記してください） 

 

1 いる（   ）人                          

       2 いない 

 

 

 

【介護】 

予備質問３ 介護についてお聞きします。高齢のご家族の介護をした経験はありますか。また、何人の方を介護なさっ

たことがありますか。老人ホームなどの施設に入居している方への介護は含めずにお答えください。（ここで

の介護とは、日常生活において部分的または全面的に助けを必要とする高齢者に対して、必要な介護を２週

間以上にわたって行うことを言います。入浴、排泄等の身体介助と家事援助が含まれますが、負傷や疾病に

よる短期間の世話や手当ては含みません。）（回答を23ページ問16へ転記してください） 

 

1 経験あり（   ）人  

2 なし  

問11（５～12ページ）に
はご記入いただかなくて
けっこうです。 

問11（５～12ページ）に
はご記入いただかなくて
けっこうです。 

勤務先または事業や商売の数だけ、問11（５～12ページ）の職歴欄に記入していただきます。勤め先１つにつき、

１段ずつお答え下さい。職歴欄は10番目の勤め先まで用意してありますが、例えば経験した勤め先が２つの方は「２

番目」まで回答し、３番目以後にはご記入いただかなくてけっこうです。 

問15（14～23ページ）で人数分の子育てと当時の勤務状況を記入して
いただきます。質問は５人分用意しておりますが、例えばお子さんが
２人の方は、３人目以後の質問にはお答えいただかなくてけっこうです。

問15（14～23ページ）にはご記入いただかなくてけっこうです。 

問17（24～31ページ）にはご記入いただかなくてけっこうです。 

問17（24～31ページ）で人数分の介護と当時の勤務状況を記入してい
ただきます。質問は４人分ありますが、例えば介護経験が1人の方は、
２人目以後の質問にはご記入いただかなくてけっこうです。 
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問１ あなたのお生まれは何年何月ですか。西暦でお答えください。…何歳ですか。 

 

（    ）年（  ）月 満（   ）歳 

 

問２ あなたの性別をお答えください。 

 

1 男 性             2 女 性 

 

問３ 現在、あなたは仕事をしていますか。内職、パート、アルバイト等も職業に含めてください。ただし、学生のア 

ルバイトは職業に含めないでください。（予備質問１から転記してください。） 

 

1 有職      問４へ 

2 無職           ＳＱ（無職・学生の人に） 

3 学生              あなたは以前、何か仕事をしていたことがありますか。 

（予備質問１ＳＱ２から転記してください。） 

 

                  1 仕事をしていたことがある     ５ページ問11へ 

                  2 仕事をしていたことがない     13ページ問12へ 

 

問４ 現在のお仕事についてうかがいます。 

 

 1　経営者・役員・自営業主・
 　 個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職 　　　　
 3　一般の正規従業員 　　　　　（　　　　　）年（　　）月
 4　パート・アルバイト・臨時・

　 　　　 契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7　内職

  1　はい　 2　いいえ → 仕事内容(2)へ

　（記入）

　　　　　（　　　　　）年（　　）月
　　　　　（　　　　　）年（　　）月

 1　農林漁業作業者  6　サービス職
 2　専門・技術的職業  7　保安的職業
 3　管理的職業  8　運輸的職業
 4　事務職  9　通信的職業
 5　営業・販売職 10　技能工・労務職

 1　農林漁業 11　不動産業
 2　鉱業 12　宿泊業
 3　建設業 13　医療業
 4　製造業 14　教育
 5　電気・ガス・熱供給・水道業 15　社会保険、社会福祉
 6　運輸・通信業 16　その他の個人向けサービス業
 7　卸売業 17　企業向けサービス業
 8　小売業 18　公務
 9　飲食店 19　その他（具体的に：　　　　　　）
10　金融・保険業

事
業
内
容

従
業
上
の
地
位

仕
事
内
容

(1) 現在の、あなたの従業上の地位は、どれにあた
　るものですか。

(2)-1 その仕事の内容は、大きく分けるとどれにあ
　たるものですか。

(3) 現在の勤め先、またはあなたのやっておられる事業や商売の内容は、大きく分けるとどれにあたるもの
　ですか。

(2) 現在、あなたはどのような仕事をしていますか。
　仕事の内容をお答えください。

　ＳＱ１ （「課長以上の管理職」と答えた人に）
　　　　　課長以上の役職についたのは、何年何月で
　　　　したか。西暦でお答えください。

　ＳＱ３ （ＳＱ２で「はい」と答えた人に）
　　　　　あなたは課長以上の管理職についていたの
　　　　は、何年何月から何年何月まででしたか。西
　　　　暦でお答えください。

　ＳＱ２ （「一般の正規従業員」と答えた人に）
　　　　　現在の勤め先で課長以上の役職についてい
　　　　たことがありますか。

○42 

○27 

○43○44 

○20 

○21～○24
○25○26 

○28～○31
○32○33 
○34～○37
○38○39 

○40○41 

⑨～⑫ 

⑬⑭ 

⑮⑯ 

⑰

⑲

⑱ 
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（勤めている方は問５から問８にお答えください。その他の方は５ページ問９にお進みください。） 

   

 勤めている方  

問4（1）で「2  課長以上の管理職」「3  一般の正規従業員」「4  パート・アルバイト・臨時・契約社員」「5  派

遣社員」と答えた方が該当します。 

問５ 昨年度（2004年４月～2005年３月）のあなたの年次有給休暇は何日でしたか。また、何日取得しましたか。 

 

（    ）日のうち（    ）日取得 

 

問６ あなたの始業・終業時刻は、どのように決められていますか。あてはまるものを1つお答えください。 

 

1 勤務先で決められており、変えることはできない 

2 一定の範囲において変えることができる 

3 自分自身で始業・終業時刻を決めることができる 

4 わからない 

 1　なし（家族従業員のみ） 6　100～299人
 2　１～４人 7　300～999人
 3　５～９人 8　1000人以上
 4　10～29人 9　官公庁
 5　30～99人

（　　　）時間（　　　）分

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

1　よくある　　　　　2　たまにある　　　　　3　ない

週（　　　）時間
そのうち残業は（　　　）時間
週労働日数は（　　　）日

(10) あなたは先週何時間働きましたか。そのうち残業時間は何時間でしたか。また、週に何日働きました
　か。

実
労
働
時
間

勤
務
時
間
帯

企
業
規
模

勤
務
日

通
勤
時
間

(5) あなたの自宅から職場までの通勤時間は、片道だいたいどれくらいですか。自宅で働いている場合は０
　分としてください。

(7) あなたのお仕事は、午後10時から午前５時までの時間帯に勤務することがありますか。あてはまるもの
　を１つお答えください。

(4) そこで雇われている従業員は、会社全体で何人くらいですか。家族従業員は除いてお答えください。

(6) あなたのお仕事は、午後６時以後10時までの間に勤務することがありますか。あてはまるものを１つお
　答えください。

(8) あなたのお仕事は、土曜日にも勤務することがありますか。あてはまるものを１つお答えください。

(9) あなたのお仕事は、日曜日や祝日に勤務することがありますか。あてはまるものを１つお答えくださ
　い。

○59○60
○61○62

○52 

○63 

○53～○55
○56○57 
○58 

○45

○46 
○47○48

○49

○50

○51
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ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていますか。 
 

1 適用されている 
2 適用されていない 
3 わからない            問８へ 
 

（１に回答した方は、ＳＱ２とＳＱ３にお答えください。） 
ＳＱ２ 子どもが何歳になるまで育児休業を取得できますか。
 

1 １歳未満 
2 １歳～１歳６ヶ月未満 
3 １歳６ヶ月～２歳未満 
4 ２歳～３歳未満 
5 ３歳以上 
6 １歳に達した後の最初の３月末日まで 
7 わからない 

 
ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できますか。
 

（  ）回   X わからない 

ＳＱ１ あなたには介護休業制度が適用されていますか。 
 

1 適用されている 
2 適用されていない 
3 わからない           問９へ 

 
（１に回答した方は、ＳＱ２とＳＱ３にお答えください。） 
ＳＱ２ 介護休業期間の最長限度はどのくらいですか。次の 

から1つお答えください。 
 

1 ３ヶ月まで 
2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満 
3 ６ヶ月 
4 ６ヶ月を超え１年未満 
5 １年 
6 １年を超える期間 
7 期間の制限はなく、必要日数取得できる 
8 わからない 

 
ＳＱ３ 介護休業の取得回数制限はどのように定められてい 
   ますか。あてはまるものを1つ選択し、取得できる回 
   数をお答えください。「4 制限なし」の場合、回数はお 
   答えくださらなくてけっこうです。 

1 同一要介護者について 

2 同一要介護者の同一疾病について 

3 その他（具体的に：    ） 

(   )回

4 制限なし 

5 わからない 

問７ あなたの勤め先には、現在、仕事と育児の両立支援制度はありますか。次の中から、勤め先にあるものをすべて 
お答えください。（○はいくつでも） 
また、勤め先に育児休業制度がある方はＳＱにお答えください。 

 
1 育児休業制度      
2 短時間勤務制度 
3 フレックスタイム 
4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ 
5 残業や休日労働の免除 
6 育児経費の援助  
7 事業所内託児所 
8 在宅勤務 
9 看護休暇制度 
10 その他（具体的に：         ） 
11 いずれもない 
12 わからない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問８ あなたの勤め先には、現在、仕事と介護の両立支援制度はありますか。次の中から、勤め先にあるものをすべて 

お答えください。（○はいくつでも） 
また、勤め先に介護休業制度がある方はＳＱにお答えください。 

 
1 介護休業制度      
2 短時間勤務制度 
3 フレックスタイム 
4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ 
5 残業や休日労働の免除 
6  介護経費の援助 
7 在宅勤務 
8 その他（具体的に：         ） 
9 いずれもない 
10 わからない 

 
 
 
 
 
 

 

○64 

○69 

○65

○66

○67○68

○70

○71

○72 
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（現在お仕事をしている方全員におうかがいします。） 
問９ あなたが現在のお勤め先に入られた、または事業や商売を始めたときのことをおうかがいします。 

 

問10 あなたは、これまでに、現在の勤め先または現在の事業や商売以外にお仕事をされたことがありますか。 

（予備質問１ＳＱ１から転記してください。） 

 

 1 2 

   あ  る           な  い  

 

                       13ページ問12へ 

 

あなたが初めてついた仕事から、現在までの職歴についてうかがいます。 

問11 あなたがこれまでに勤務した勤め先、またはされていた事業や商売について、最初から順番にすべてお答えくだ 

さい。二つ以上の会社に同時に勤務していた場合は、それぞれの勤め先についてお答えください。内職、パート、 

アルバイト等も職業に含めてください。ただし、学生時代のアルバイトは職業に含めないでください。現在の勤め 

先については、「２番目の勤め先」「３番目の勤め先」…の欄で「現在の勤め先」に○を付け、以後の質問には答え 

ず13ページ問12へお進みください。 

 1　学校の就職指導・紹介で  7　家族・親戚の紹介で

 2　公共職業紹介所の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で

 3　民間職業紹介所の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で

 4　人材派遣企業に登録して 10　自分で起業・創業して

 5　広告･求人情報誌等を利用して 11　家業を継いで

 6　会社に直接応募して 12　転籍で

　 （従業先の勧誘を含む）　　 13　その他（具体的に　　   　）

 1　経営者・役員･自営業主・  5　派遣社員

 　 個人経営・自由業　　　  6　家族従業員

 2　課長以上の管理職  7　内職

 3　一般の正規従業員

 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員

 1　農林漁業作業者  6　サービス職

 2　専門・技術的職業  7　保安的職業

 3　管理的職業  8　運輸的職業

 4　事務職  9　通信的職業

 5　営業･販売職 10　技能工・労務職

 1　あった

 2　なかった

 3　わからない

 4　勤め以外の仕事だった

(5) 現在の勤め先に入った当
　時、勤め先に育児休業制度は
　ありましたか。

育
児
休
業

制
　
　
度

（　　　　）年（　　）月

(3)-1 その従業上の地位にあっ
　たのは、何年何月まででした
　か。西暦でお答えください。

（　　　　）年（　　）月

(1) あなたが、現在の勤め先に
　入られた、または事業や商売
　を始めたのは何年何月でした
　か。西暦でお答えください。

(2) あなたは、どのようにして
　現在のお仕事につきました
　か。あてはまるものを１つお
　答えください。

入
職
時
期

（記入）

入
職
経
路

(4)-1 そのお仕事の内容は、大
　きく分けると、どれにあたる
　ものでしたか。

最
初
の
仕
事
内
容

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(3) 現在の勤務先に入ったと
　き、または事業を始めたと
　き、あなたの従業上の地位は
　どれにあたるものでしたか。

(4) 現在の勤め先に入ったとき、
　または事業を始めたとき、あ
　なたは最初にどのようなお仕
　事をしましたか。仕事の内容
　をお答えください。(ただし、
　新人研修は除きます。）

○92 

○75～○78 
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○84～○87
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問11 これまでに従事された職業（１番目） 

 

 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで
12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職

入
職
経
路

(8)-1 その仕事の内容は、大きく分けると、どれにあ
　たりますか。

育
児
休

業
制
度

最
初
の
仕
事
内
容

(7) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。

(9) その勤め先に育児休業制度はありましたか。

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(6) あなたは、どのようにしてその仕事につきました
　か。あてはまるものを１つお答えください。

(7)-1 その従業上の地位にあったのは、何年何月まで
　でしたか。西暦でお答えください。
(8) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたは最初にどのようなお仕事をしました
　か。（ただし、新人研修は除きます。）

事
業
内
容

仕
事
内
容

(3) そこで、あなたはどのような仕事をしていました
　か。仕事の内容をお答えください。(複数ある場合
　には主な仕事についてお答えください。)

企
業
規
模

(5) そこで雇われていた従業員は、会社全体で何人く
　らいでしたか。家族従業員を除いてお答えくださ
　い。

(4) そこで行われていた事業は大きく分けると、どれ
　にあたるものでしたか。

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

１番目の勤め先についておうかがいします。

（記入）

従
事

期
間

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

(2) あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。(複数ある場合には主なものをお答えくださ
　い。)

従
業
上
の
地
位

(1) そこで勤務をしていた、または事業や商売をして
　いたのは、何年何月から何年何月までですか。西暦
　でお答えください。

（記入）

(3)-1 あなたがしていたお仕事の内容は、大きく分け
　ると、どれにあたるものでしょうか。（複数ある場
　合には主な仕事についてお答えください。）

　(　　　　)年　(　　　　)月

⑦⑧＝04 ⑨⑩＝01 ⑪～○42 

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －299－

 

 

 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業  1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員  5　派遣社員
 6　家族従業員  6　家族従業員
 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職  1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育  3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他 10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）  6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで 11　家業を継いで
12　転籍で 12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業  1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員  5　派遣社員
 6　家族従業員  6　家族従業員
 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

（記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入）

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

　　 ３番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

（記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入）

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

　　 ２番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

⑨⑩＝02 ⑪～○42 ⑨⑩＝03 ⑪～○42 

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －300－

 

 

 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで
12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職

従
事

期
間

(1) そこで勤務をしていた、または事業や商売をして
　いたのは、何年何月から何年何月までですか。西暦
　でお答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　　 ４番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

従
業
上
の
地
位

(2) あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。(複数ある場合には主なものをお答えくださ
　い。)

仕
事
内
容

(3) そこで、あなたはどのような仕事をしていました
　か。仕事の内容をお答えください。(複数ある場合
　には主な仕事についてお答えください。)

（記入）

(3)-1 あなたがしていたお仕事の内容は、大きく分け
　ると、どれにあたるものでしょうか。（複数ある場
　合には主な仕事についてお答えください。）

事
業
内
容

(4) そこで行われていた事業は大きく分けると、どれ
　にあたるものでしたか。

企
業
規
模

(5) そこで雇われていた従業員は、会社全体で何人く
　らいでしたか。家族従業員を除いてお答えくださ
　い。

入
職
経
路

(6) あなたは、どのようにしてその仕事につきました
　か。あてはまるものを１つお答えください。

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(7) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。

(7)-1 その従業上の地位にあったのは、何年何月まで
　でしたか。西暦でお答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月

最
初
の
仕
事
内
容

(8) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたは最初にどのようなお仕事をしました
　か。（ただし、新人研修は除きます。）

（記入）

(8)-1 その仕事の内容は、大きく分けると、どれにあ
　たりますか。

育
児
休

業
制
度

(9) その勤め先に育児休業制度はありましたか。
 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

⑨⑩＝04 ⑪～○42 

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －301－

 

 

 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業  1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員  5　派遣社員
 6　家族従業員  6　家族従業員
 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職  1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育  3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他 10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）  6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで 11　家業を継いで
12　転籍で 12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業  1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員  5　派遣社員
 6　家族従業員  6　家族従業員
 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

　　 ６番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　　 ５番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

（記入） （記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月 　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入） （記入）

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

⑨⑩＝05 ⑪～○42 ⑨⑩＝06 ⑪～○42 

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －302－

 

 

 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで
12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職

　　 ７番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

(1) そこで勤務をしていた、または事業や商売をして
　いたのは、何年何月から何年何月までですか。西暦
　でお答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

従
業
上
の
地
位

(2) あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。(複数ある場合には主なものをお答えくださ
　い。)

仕
事
内
容

(3) そこで、あなたはどのような仕事をしていました
　か。仕事の内容をお答えください。(複数ある場合
　には主な仕事についてお答えください。)

（記入）

(3)-1 あなたがしていたお仕事の内容は、大きく分け
　ると、どれにあたるものでしょうか。（複数ある場
　合には主な仕事についてお答えください。）

従
事

期
間

事
業
内
容

(4) そこで行われていた事業は大きく分けると、どれ
　にあたるものでしたか。

企
業
規
模

(5) そこで雇われていた従業員は、会社全体で何人く
　らいでしたか。家族従業員を除いてお答えくださ
　い。

入
職
経
路

(6) あなたは、どのようにしてその仕事につきました
　か。あてはまるものを１つお答えください。

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(7) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。

(7)-1 その従業上の地位にあったのは、何年何月まで
　でしたか。西暦でお答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月

最
初
の
仕
事
内
容

(8) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたは最初にどのようなお仕事をしました
　か。（ただし、新人研修は除きます。）

（記入）

(8)-1 その仕事の内容は、大きく分けると、どれにあ
　たりますか。

育
児
休

業
制
度

(9) その勤め先に育児休業制度はありましたか。
 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

⑨⑩＝07 ⑪～○42 
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 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業  1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員  5　派遣社員
 6　家族従業員  6　家族従業員
 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職  1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業  2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業  3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業  4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職  5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業  1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業  2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育  3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会  4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉  5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け 　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業  6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス  7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業  8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務  9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他 10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  ) 11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人  1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人   　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人  2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上  3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁  4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で  1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で  2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で  3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して  4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して  5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）  6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で  7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で  8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で  9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して 10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで 11　家業を継いで
12　転籍で 12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　) 13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業  1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職  2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員  3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員  4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員  5　派遣社員
 6　家族従業員  6　家族従業員
 7  内職  7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職  1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業  2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業  3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業  4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職  5　営業･販売職          10　技能工・労務職

　　 ８番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

　　 ９番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

（記入） （記入）

　(　　　　)年　(　　　　)月 　(　　　　)年　(　　　　)月

（記入） （記入）

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

⑨⑩＝08 ⑪～○42 ⑨⑩＝09 ⑪～○42 
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 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者         6　サービス職
 2　専門・技術的職業       7　保安的職業
 3　管理的職業             8　運輸的職業
 4　事務職                 9　通信的職業
 5　営業･販売職           10　技能工・労務職
 1　農林漁業　　　　　  　12　宿泊業
 2　鉱業　　　　　　　  　13　医療業
 3　建設業　　　  　　  　14　教育
 4　製造業　　　　 　　 　15　社会保険、社会
 5　電気・ガス・熱　 　　 　　福祉
　　供給・水道業　　　　　16　その他の個人向け
 6　運輸・通信業　　　　　  　サービス業
 7　卸売業　　　　　　  　17　企業向けサービス
 8　小売業　　　　　　    　  業
 9　飲食店　　　　　　  　18　公務
10　金融・保険業　　　  　19　その他
11　不動産業　　　　　　   　　(具体的に：　  )
 1　なし                     5　30～99人
  　(家族従業員のみ)　     　6　100～299人
 2　１～４人                 7　300～999人
 3　５～９人                 8　1000人以上
 4　10～29人                 9　官公庁
 1　学校の就職指導・紹介で
 2　公共職業紹介所の紹介で
 3　民間職業紹介所の紹介で
 4　人材派遣企業に登録して
 5　広告･求人情報誌等を利用して
 6　会社に直接応募して（従業先の勧誘を含む）
 7　家族・親戚の紹介で
 8　仕事上の知人の紹介で
 9　仕事以外の知人の紹介で
10　自分で起業・創業して
11　家業を継いで
12　転籍で
13　その他(具体的に:　 　     　　)
 1　経営者・役員・自営業主・個人経営・自由業
 2　課長以上の管理職
 3　一般の正規従業員
 4　パート･アルバイト･臨時・契約社員
 5　派遣社員
 6　家族従業員
 7  内職

 1　農林漁業作業者        6　サービス職
 2　専門・技術的職業      7　保安的職業
 3　管理的職業            8　運輸的職業
 4　事務職                9　通信的職業
 5　営業･販売職          10　技能工・労務職

　　 10番目の勤め先についておうかがいします。
　　 …現在の勤め先

(1) そこで勤務をしていた、または事業や商売をして
　いたのは、何年何月から何年何月までですか。西暦
　でお答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月から
　(　　　　)年　(　　　　)月まで

従
業
上
の
地
位

(2) あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。(複数ある場合には主なものをお答えくださ
　い。)

仕
事
内
容

(3) そこで、あなたはどのような仕事をしていました
　か。仕事の内容をお答えください。(複数ある場合
　には主な仕事についてお答えください。)

（記入）

(3)-1 あなたがしていたお仕事の内容は、大きく分け
　ると、どれにあたるものでしょうか。（複数ある場
　合には主な仕事についてお答えください。）

従
事

期
間

事
業
内
容

(4) そこで行われていた事業は大きく分けると、どれ
　にあたるものでしたか。

企
業
規
模

(5) そこで雇われていた従業員は、会社全体で何人く
　らいでしたか。家族従業員を除いてお答えくださ
　い。

入
職
経
路

(6) あなたは、どのようにしてその仕事につきました
　か。あてはまるものを１つお答えください。

最
初
の
従
業
上
の
地
位

(7) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたの従業上の地位はどれにあたるものでし
　たか。

(7)-1 その従業上の地位にあったのは、何年何月まで
　でしたか。西暦でお答えください。

　(　　　　)年　(　　　　)月

最
初
の
仕
事
内
容

(8) その勤め先に入ったとき、または事業を始めたと
　き、あなたは最初にどのようなお仕事をしました
　か。（ただし、新人研修は除きます。）

（記入）

(8)-1 その仕事の内容は、大きく分けると、どれにあ
　たりますか。

育
児
休

業
制
度

(9) その勤め先に育児休業制度はありましたか。
 1　あった            3　わからない
 2　なかった          4　勤め以外の仕事だった

⑨⑩＝10 ⑪～○42 
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（全員にうかがいます。） 

生活歴についてうかがいます。 

問12 義務教育を終えられてから、あなたは次の学校に通いましたか。次の中から通ったことのある学校をすべてお答 

えください。また、通っていた学校については、卒業の有無及び通学時の期間（年月）と年齢をお答えください。 

期間は西暦でお答えください。 

 

 卒
業
し
た 

卒
業
し
な 

か
っ
た 

在
学
中 通学時の期間と年齢 

1 高校 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

2 専門学校（高校卒業後入学） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

3 短大･高等専門学校 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

4 大学 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

5 大学院（修士課程） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

6 大学院（博士課程） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

7 その他（具体的に：     ） 1 2 3 
(    )年(    )月  (    )年(    )月 
     (   )歳       (   )歳 

 

問13 あなたが結婚したのは何年何月でしたか。西暦でお答えください。また満何歳のときでしたか。･･･再婚の方は、 

現在の配偶者と結婚されたのは、何年何月でしたか。西暦でお答えください。また満何歳のときでしたか。 

 

      （    ）年（    ）月  満（    ）歳 

 

問14 あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。（予備質問２から転記してください。） 

 

 1 2 

   い  る           い な い  

                                

       問15へ            23ページ問16へ 

（10）～（26）

 

（27）～（43）

 

（44）～（60）

 

（61）～（77）

 

（78）～（94）

 

⑨～○25

 

○26～○42

(9) 

(7)(8)＝02

⑦⑧＝03

○43～○46
○47○48  

○49  

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 

から まで 
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（子育てのご経験のある方にうかがいます。） 

問15 一人一人のお子さんが小学校を卒業する頃までのお仕事について、次の質問にお答えください。お子さんが双子 

の場合もお一人ずつお答えください。該当するお子さんのご記入が済みましたら23ページ問16へお進みください。 

  １人目のお子さんについて  

(１) そのお子さんは何年何月のお生まれですか。西暦でお答えください。また何歳ですか。 

 

（    ）年（    ）月生 満（    ）歳 

 

(２) そのお子さんの妊娠当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、 

派遣社員)       

2 勤め以外の仕事だった（経営者・役員・自営業主・個人経 

営・自由業・家族従業員・内職） 

3 仕事をしていなかった       

 

(３) そのお子さんの妊娠当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と育児の両立支援制度がありましたか。あて 

はまるものすべてお答えください。また、勤め先には育児休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 育児休業制度               

2 短時間勤務制度               

3 フレックスタイム           

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ    

5 残業や休日労働の免除         

6 育児経費の援助 

7 事業所内託児所 

8 在宅勤務 

9 看護休暇制度 

10 その他（具体的に：             ） 

11 いずれもない 

12 わからない 

 

（育児休業制度のあった人に） 

ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               15ページ(５)へお進みください 

 

ＳＱ２ 子どもが何歳になるまで育児休業を取得できましたか。次の中から１つお答えください。 

 

1 １歳未満               5 ３歳以上  

2 １歳～１歳６ヶ月未満         6 １歳に達した後の最初の３月末日まで  

3 １歳６ヶ月～２歳未満          7 わからない   

4 ２歳～３歳未満  

 

ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できましたか。 

 

（   ）回  

(３)から(６)にお答えください 

16 ページ次のお子さんに関する
質問へお進みください 

15ページ(４)へお進みください 

(20)

(19)

(21)

(11)～(18)

(22)

(7)(8)＝05 

(9)(10)＝01

(23)(24)
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 (４) 育児休業を取得しましたか。取得した方は、お子さんが何歳から何歳までの間に、合計何回取得しましたか。 

 

1 取得した   （   ）歳（   ）ヶ月から 

（   ）歳（   ）ヶ月の間に（   ）回    

2 取得しなかった   (取得しなかった方は下のＳＱにお答えください。) 

 

（育児休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ あなたが育児休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に育児休業制度がなかった 

2 職場に育児休業制度があることを知らなかった 

3 育児休業制度の内容が使いづらかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 

5 休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った 

6 休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった 

7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

9 休業を取得する必要がなかった 

10 仕事をやめて育児に専念したかった 

11 家族が仕事をやめることを望んだ 

12 その他(具体的に：                     ) 

 

(５) そのお子さんが小学校を卒業するまでの期間に、お仕事の調整をしましたか。職場の支援制度の有無にかかわ 

らず、あなたが行ったものをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした        

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった  

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：        )  

10 仕事の調整はしなかった          

 

 

 

 

 

 

 

 

(６) お子さんが病気やけがをしたときに、看病をするために仕事を休んだことがありますか。 

 

1 休んだことがある 

2 休んだことはない 

3 病気やけがをしなかった 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ２に 
お答えください

(５)へお進みください 

ＳＱ１ お仕事の調整をしたのは、お子さんが何

歳から何歳の頃でしたか。複数の調整を行

った方は、すべて合計した期間をお答えく

ださい。 

 

    （    ）歳（    ）ヶ月から 

（    ）歳（    ）ヶ月 

 

ＳＱ２ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上

の地位は変わりましたか。 

 

1 変わった 

2 変わらない 

(37) 

(36)

(46) 

(26)～(35)

(47)

(25) 

(38)～（45）

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －308－

  ２人目のお子さんについて  （お子さんが１人の場合は23ページ問16へお進みください） 

(１) そのお子さんは何年何月のお生まれですか。西暦でお答えください。また何歳ですか。 

 

（    ）年（    ）月生 満（    ）歳 

 

(２) そのお子さんの妊娠当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、 

派遣社員)       

2 勤め以外の仕事だった（経営者・役員・自営業主・個人経 

営・自由業・家族従業員・内職） 

3 仕事をしていなかった       

 

(３) そのお子さんの妊娠当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と育児の両立支援制度がありましたか。あて 

はまるものすべてお答えください。また、勤め先には育児休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 育児休業制度               

2 短時間勤務制度               

3 フレックスタイム           

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ    

5 残業や休日労働の免除         

6 育児経費の援助 

7 事業所内託児所 

8 在宅勤務 

9 看護休暇制度 

10 その他（具体的に：             ） 

11 いずれもない 

12 わからない 

 

（育児休業制度のあった人に） 

ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               17ページ(５)へお進みください 

 

ＳＱ２ 子どもが何歳になるまで育児休業を取得できましたか。次の中から１つお答えください。 

 

1 １歳未満               5 ３歳以上  

2 １歳～１歳６ヶ月未満         6 １歳に達した後の最初の３月末日まで  

3 １歳６ヶ月～２歳未満          7 わからない   

4 ２歳～３歳未満  

 

ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できましたか。 

 

（   ）回  

(３)から(６)にお答えください 

18 ページ次のお子さんに関する
質問へお進みください 

17ページ(４)へお進みください 

(20)

(19)

(21)

(11)～(18)

(22)

(9)(10)＝02

(23)(24)

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －309－

 (４) 育児休業を取得しましたか。取得した方は、お子さんが何歳から何歳までの間に、合計何回取得しましたか。 

 

1 取得した   （   ）歳（   ）ヶ月から 

（   ）歳（   ）ヶ月の間に（   ）回    

2 取得しなかった   (取得しなかった方は下のＳＱにお答えください。) 

 

（育児休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ あなたが育児休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に育児休業制度がなかった 

2 職場に育児休業制度があることを知らなかった 

3 育児休業制度の内容が使いづらかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 

5 休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った 

6 休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった 

7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

9 休業を取得する必要がなかった 

10 仕事をやめて育児に専念したかった 

11 家族が仕事をやめることを望んだ 

12 その他(具体的に：                     ) 

 

(５) そのお子さんが小学校を卒業するまでの期間に、お仕事の調整をしましたか。職場の支援制度の有無にかかわ 

らず、あなたが行ったものをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした        

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった  

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：        )  

10 仕事の調整はしなかった          

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) お子さんが病気やけがをしたときに、看病をするために仕事を休んだことがありますか。 

 

1 休んだことがある 

2 休んだことはない 

3 病気やけがをしなかった 

(５)へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ２に 
お答えください

ＳＱ１ お仕事の調整をしたのは、お子さんが何

歳から何歳の頃でしたか。複数の調整を行

った方は、すべて合計した期間をお答えく

ださい。 

 

    （    ）歳（    ）ヶ月から 

（    ）歳（    ）ヶ月 

 

ＳＱ２ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上

の地位は変わりましたか。 

 

1 変わった 

2 変わらない 

(37) 

(36)

(46) 

(26)～(35)

(47)

(25) 

(38)～（45）

労働政策研究報告書No.64
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 －310－

  ３人目のお子さんについて  （お子さんが２人の場合は23ページ問16へお進みください） 

(１) そのお子さんは何年何月のお生まれですか。西暦でお答えください。また何歳ですか。 

 

（    ）年（    ）月生 満（    ）歳 

 

(２) そのお子さんの妊娠当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、 

派遣社員)       

2 勤め以外の仕事だった（経営者・役員・自営業主・個人経 

営・自由業・家族従業員・内職） 

3 仕事をしていなかった       

 

(３) そのお子さんの妊娠当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と育児の両立支援制度がありましたか。あて 

はまるものすべてお答えください。また、勤め先には育児休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 育児休業制度               

2 短時間勤務制度               

3 フレックスタイム           

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ    

5 残業や休日労働の免除         

6 育児経費の援助 

7 事業所内託児所 

8 在宅勤務 

9 看護休暇制度 

10 その他（具体的に：             ） 

11 いずれもない 

12 わからない 

 

（育児休業制度のあった人に） 

ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               19ページ(５)へお進みください 

 

ＳＱ２ 子どもが何歳になるまで育児休業を取得できましたか。次の中から１つお答えください。 

 

1 １歳未満               5 ３歳以上  

2 １歳～１歳６ヶ月未満         6 １歳に達した後の最初の３月末日まで  

3 １歳６ヶ月～２歳未満          7 わからない   

4 ２歳～３歳未満  

 

ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できましたか。 

 

（   ）回  

(３)から(６)にお答えください 

20 ページ次のお子さんに関する
質問へお進みください 

19ページ(４)へお進みください 

(20)

(19)

(21)

(11)～(18)

(22)

(9)(10)＝03

(23)(24)
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 －311－

 (４) 育児休業を取得しましたか。取得した方は、お子さんが何歳から何歳までの間に、合計何回取得しましたか。 

 

1 取得した   （   ）歳（   ）ヶ月から 

（   ）歳（   ）ヶ月の間に（   ）回    

2 取得しなかった   (取得しなかった方は下のＳＱにお答えください。) 

 

（育児休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ あなたが育児休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に育児休業制度がなかった 

2 職場に育児休業制度があることを知らなかった 

3 育児休業制度の内容が使いづらかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 

5 休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った 

6 休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった 

7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

9 休業を取得する必要がなかった 

10 仕事をやめて育児に専念したかった 

11 家族が仕事をやめることを望んだ 

12 その他(具体的に：                     ) 

 

(５) そのお子さんが小学校を卒業するまでの期間に、お仕事の調整をしましたか。職場の支援制度の有無にかかわ 

らず、あなたが行ったものをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした        

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった  

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：        )  

10 仕事の調整はしなかった          

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) お子さんが病気やけがをしたときに、看病をするために仕事を休んだことがありますか。 

 

1 休んだことがある 

2 休んだことはない 

3 病気やけがをしなかった 

(５)へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ２に 
お答えください

ＳＱ１ お仕事の調整をしたのは、お子さんが何

歳から何歳の頃でしたか。複数の調整を行

った方は、すべて合計した期間をお答えく

ださい。 

 

    （    ）歳（    ）ヶ月から 

（    ）歳（    ）ヶ月 

 

ＳＱ２ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上

の地位は変わりましたか。 

 

1 変わった 

2 変わらない 

(37) 

(36)

(46) 

(26)～(35)

(47)

(25) 

(38)～（45）
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 －312－

  ４人目のお子さんについて  （お子さんが３人の場合は23ページ問16へお進みください） 

(１) そのお子さんは何年何月のお生まれですか。西暦でお答えください。また何歳ですか。 

 

（    ）年（    ）月生 満（    ）歳 

 

(２) そのお子さんの妊娠当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、 

派遣社員)       

2 勤め以外の仕事だった（経営者・役員・自営業主・個人経 

営・自由業・家族従業員・内職） 

3 仕事をしていなかった       

 

(３) そのお子さんの妊娠当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と育児の両立支援制度がありましたか。あて 

はまるものすべてお答えください。また、勤め先には育児休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 育児休業制度               

2 短時間勤務制度               

3 フレックスタイム           

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ    

5 残業や休日労働の免除         

6 育児経費の援助 

7 事業所内託児所 

8 在宅勤務 

9 看護休暇制度 

10 その他（具体的に：             ） 

11 いずれもない 

12 わからない 

 

（育児休業制度のあった人に） 

ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               21ページ(５)へお進みください 

 

ＳＱ２ 子どもが何歳になるまで育児休業を取得できましたか。次の中から１つお答えください。 

 

1 １歳未満               5 ３歳以上  

2 １歳～１歳６ヶ月未満         6 １歳に達した後の最初の３月末日まで  

3 １歳６ヶ月～２歳未満          7 わからない   

4 ２歳～３歳未満  

 

ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できましたか。 

 

（   ）回  

(３)から(６)にお答えください 

22 ページ次のお子さんに関する
質問へお進みください 

21ページ(４)へお進みください 

(20)

(19)

(21)

(11)～(18)

(22)

(9)(10)＝04

(23)(24)
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 －313－

 (４) 育児休業を取得しましたか。取得した方は、お子さんが何歳から何歳までの間に、合計何回取得しましたか。 

 

1 取得した   （   ）歳（   ）ヶ月から 

（   ）歳（   ）ヶ月の間に（   ）回    

2 取得しなかった   (取得しなかった方は下のＳＱにお答えください。) 

 

（育児休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ あなたが育児休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に育児休業制度がなかった 

2 職場に育児休業制度があることを知らなかった 

3 育児休業制度の内容が使いづらかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 

5 休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った 

6 休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった 

7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

9 休業を取得する必要がなかった 

10 仕事をやめて育児に専念したかった 

11 家族が仕事をやめることを望んだ 

12 その他(具体的に：                     ) 

 

(５) そのお子さんが小学校を卒業するまでの期間に、お仕事の調整をしましたか。職場の支援制度の有無にかかわ 

らず、あなたが行ったものをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした        

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった  

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：        )  

10 仕事の調整はしなかった          

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) お子さんが病気やけがをしたときに、看病をするために仕事を休んだことがありますか。 

 

1 休んだことがある 

2 休んだことはない 

3 病気やけがをしなかった 

(５)へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ２に 
お答えください

ＳＱ１ お仕事の調整をしたのは、お子さんが何

歳から何歳の頃でしたか。複数の調整を行

った方は、すべて合計した期間をお答えく

ださい。 

 

    （    ）歳（    ）ヶ月から 

（    ）歳（    ）ヶ月 

 

ＳＱ２ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上

の地位は変わりましたか。 

 

1 変わった 

2 変わらない 

(37) 

(36)

(46) 

(26)～(35)

(47)

(25) 

(38)～（45）
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 －314－

  ５人目のお子さんについて  （お子さんが４人の場合は23ページ問16へお進みください） 

(１) そのお子さんは何年何月のお生まれですか。西暦でお答えください。また何歳ですか。 

 

（    ）年（    ）月生 満（    ）歳 

 

(２) そのお子さんの妊娠当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、 

派遣社員)       

2 勤め以外の仕事だった（経営者・役員・自営業主・個人経 

営・自由業・家族従業員・内職） 

3 仕事をしていなかった       

 

(３) そのお子さんの妊娠当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と育児の両立支援制度がありましたか。あて 

はまるものすべてお答えください。また、勤め先には育児休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 育児休業制度               

2 短時間勤務制度               

3 フレックスタイム           

4 始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ    

5 残業や休日労働の免除         

6 育児経費の援助 

7 事業所内託児所 

8 在宅勤務 

9 看護休暇制度 

10 その他（具体的に：             ） 

11 いずれもない 

12 わからない 

 

（育児休業制度のあった人に） 

ＳＱ１ あなたには育児休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               23ページ(５)へお進みください 

 

ＳＱ２ 子どもが何歳になるまで育児休業を取得できましたか。次の中から１つお答えください。 

 

1 １歳未満               5 ３歳以上  

2 １歳～１歳６ヶ月未満         6 １歳に達した後の最初の３月末日まで  

3 １歳６ヶ月～２歳未満          7 わからない   

4 ２歳～３歳未満  

 

ＳＱ３ 同じ子どもについて、何回育児休業を取得できましたか。 

 

（   ）回   

 

 (４) 育児休業を取得しましたか。取得した方は、お子さんが何歳から何歳までの間に、合計何回取得しましたか。 

 

1 取得した   （   ）歳（   ）ヶ月から 

（   ）歳（   ）ヶ月の間に（   ）回    

2 取得しなかった   (取得しなかった方は23ページのＳＱにお答えください。) 

(３)から(６)にお答えください 

23ページ問16へお進みください

23ページ(５)へ 
お進みください 

(４)へお進みください 

(20)

(19)

(21)

(11)～(18)

(22)

(9)(10)＝05

(23)(24)

(25) 

(26)～(35) 
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（育児休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ あなたが育児休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に育児休業制度がなかった 

2 職場に育児休業制度があることを知らなかった 

3 育児休業制度の内容が使いづらかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 

5 休業を取得したら昇進・昇級に悪影響があると思った 

6 休業から復職するときに、仕事や職場に適応できるか不安だった 

7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

9 休業を取得する必要がなかった 

10 仕事をやめて育児に専念したかった 

11 家族が仕事をやめることを望んだ 

12 その他(具体的に：                     ) 

 

(５) そのお子さんが小学校を卒業するまでの期間に、お仕事の調整をしましたか。職場の支援制度の有無にかかわ 

らず、あなたが行ったものをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした        

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった  

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：        )  

10 仕事の調整はしなかった          

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６) お子さんが病気やけがをしたときに、看病をするために仕事を休んだことがありますか。 

 

1 休んだことがある 

2 休んだことはない 

3 病気やけがをしなかった 

 
（全員にうかがいます。） 

問16 あなたは高齢のご家族の介護をした経験がありますか。（予備質問３から転記してください。） 

＊ここでの介護とは、日常生活において部分的または全面的に助けを必要とする高齢者に対して、必要な介護

を2週間以上にわたって行うことを言います。入浴、排泄等の身体介助と家事援助が含まれますが、負傷や疾

病による短期間の世話や手当ては含みません。また、老人ホームなどの施設に入居されているご家族の介護は、

介護経験に含めずにお答えください。 

 

 1 2 

   あ  る             な  い  

             問17へ              32ページ問18へ 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ２に 
お答えください

ＳＱ１ お仕事の調整をしたのは、お子さんが何

歳から何歳の頃でしたか。複数の調整を行

った方は、すべて合計した期間をお答えく

ださい。 

 

    （    ）歳（    ）ヶ月から 

（    ）歳（    ）ヶ月 

 

ＳＱ２ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上

の地位は変わりましたか。 

 

1 変わった 

2 変わらない 

(37) 

(36)

(46) 

(47)

(38)～（45）

○50 

⑦⑧＝03 
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（介護経験のある方にうかがいます。） 
問17 あなたが経験した介護について、介護対象者ごとに次の質問にお答えください。 

 １人目のご家族の介護について  

(１) どのご家族を介護しました（しています）か。次の中から１つ選択してください。 

 

1 配偶者          7 自分の祖父(母方)      13 配偶者の祖母(母方) 

2 自分の父親        8 自分の祖母(父方)       14 自分の兄弟姉妹(義理を含む) 

3 自分の母親        9 自分の祖母(母方)      15 配偶者の兄弟姉妹(義理を含む) 

4 配偶者の父親      10 配偶者の祖父(父方)     16 子ども 

5 配偶者の母親      11 配偶者の祖父(母方)     17 子の配偶者 

6 自分の祖父(父方)    12 配偶者の祖母(父方)     18 その他の家族･親族 

 

(２) あなたがその方を介護していた時期は、いつですか。介護を中断していた期間がある方は、その期間も含めてお答えください。 

 

（    ）年（    ）月から（    ）年（    ）月まで 

 

(３) その方を介護する必要が生じた当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、派遣社員）     (４)から(７)にお答えください 

2 勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･個人経営･自由業･家族従業員･内職) 

3 仕事をしていなかった       

 

(４) その方を介護する必要が生じた当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と介護の両立支援制度がありましたか。あては

まるものをすべてお答えください。また、勤め先に介護休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 介護休業制度              

2 短時間勤務制度    

3 フレックスタイム    

4 始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ        

5 残業や休日労働の免除    

6 介護経費の援助                    (５)へお進みください 

7 在宅勤務 

8  その他(具体的に：                 ) 

9 いずれもない 

10 わからない 

 

（介護休業制度があった人に） 

ＳＱ１ あなたには介護休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               25ページ(６)へお進みください 
 

ＳＱ２ 介護休業期間の最長限度はどのくらいでしたか。次の中から１つだけお答えください。 

 

1 ３ヶ月まで           4 ６ヶ月を超え１年未満     7 期間の制限はなく、必要日数取得 

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     5 １年              できた 

3 ６ヶ月             6 １年を超える期間       8 わからない 

  

ＳＱ３ 介護休業の取得回数制限はどのように定められていましたか。あてはまるものを１つ選択し、取得できる回数をお答え

ください。「4 制限なし」の場合、回数はお答えくださらなくてもけっこうです。 

 

1 同一要介護者について                        4 制限なし 

2 同一要介護者の同一疾病について       (   )回       5 わからない 

3 その他(具体的に：         )  

 

(５) その方の介護のために、介護休業を取得しましたか。 

 

1 取得した                      2 取得しなかった      

26 ページ次の介護対象

者へお進みください 

25ページＳＱ１～３に 

お答えください 

25ページＳＱ４に 

お答えください 

⑬～○24

⑦⑧＝06

⑪⑫ 

⑨⑩＝01

○25  

○26

○27

○28

○30 ○31

○32

○29  
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（介護休業を取得した人に） 

ＳＱ１ 介護休業を何回取得しましたか。 

 

(   )回    

 

ＳＱ２ どのくらいの期間介護休業を取りましたか。２回以上取得した方は、合計の期間をお答えください。 

 

1 ３ヶ月以内           3 ６ヶ月            5 １年  

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     4 ６ヶ月を超え１年未満     6 １年を超える期間 

 

ＳＱ３ 介護休業を取得したのは、その方がどの状態の時期でしたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初 

2 状態が安定した時期        (６)へお進みください 

3 看取りの時期 

 

（介護休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ４ あなたが介護休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に介護休業制度がなかった 7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

2 職場に介護休業制度があることを知らなかった 8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

3 介護休業制度の内容が使いづらかった 9 休業を取得する必要がなかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 10 仕事をやめて介護に専念したかった 

5 休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った 11 家族が仕事をやめることを望んだ 

6 休業から復職するとき、仕事や職場に適応できるか不安だった 12 その他(具体的に：        ) 

 

(６) その方の介護のために、介護休業以外で仕事を休んだことがありますか。 

 

1 ある                  2 ない    (７)へお進みください 

 

ＳＱ どのような形態で休みましたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 年次有給休暇を取得した               4 休職した 

2 年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した    5 その他(具体的に：            ) 

3 欠勤した                      6 わからない 

 

(７) その方を介護するために、お仕事の調整を行いましたか。職場における両立支援制度の有無にかかわらず、あなたが行ったも

のをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱ１～ＳＱ３にお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした  

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった       

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：         )  

10 仕事の調整はしなかった                    

 

 

 

26ページ次の介護対象者へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ３

にお答えください 

ＳＱ１ どのくらいの期間、お仕事の調整をしましたか。複数

の調整を行った方は、合計の期間をお答えください。

 

1 ３ヶ月以内        4 ６ヶ月を超え１年未満

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満  5 １年      

3 ６ヶ月          6 １年を超える期間 

 

ＳＱ２ お仕事の調整をしたのは、その方がどの状態の時期で

したか。次の中から何らかの調整をした時期をすべてお

答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初  

2 状態が安定した時期  

3 看取りの時期 

 

ＳＱ３ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上の地位は変わ

りましたか。 

 

1 変わった     2 変わらない 

○36  

○37  

○38

○39

○41

○42

○43

○40  

○33 ○34  

○35  
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 ２人目のご家族の介護について  （介護経験が１人の場合は32ページ問18へお進みください） 

(１) どのご家族を介護しました（しています）か。次の中から１つ選択してください。 

 

1 配偶者          7 自分の祖父(母方)      13 配偶者の祖母(母方) 

2 自分の父親        8 自分の祖母(父方)       14 自分の兄弟姉妹(義理を含む) 

3 自分の母親        9 自分の祖母(母方)      15 配偶者の兄弟姉妹(義理を含む) 

4 配偶者の父親      10 配偶者の祖父(父方)     16 子ども 

5 配偶者の母親      11 配偶者の祖父(母方)     17 子の配偶者 

6 自分の祖父(父方)    12 配偶者の祖母(父方)     18 その他の家族･親族 

 

(２) あなたがその方を介護していた時期は、いつですか。介護を中断していた期間がある方は、その期間も含めてお答えください。 

 

（    ）年（    ）月から（    ）年（    ）月まで 

 

(３) その方を介護する必要が生じた当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、派遣社員）     (４)から(７)にお答えください 

2 勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･個人経営･自由業･家族従業員･内職) 

3 仕事をしていなかった       

 

(４) その方を介護する必要が生じた当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と介護の両立支援制度がありましたか。あては

まるものをすべてお答えください。また、勤め先に介護休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 介護休業制度              

2 短時間勤務制度    

3 フレックスタイム    

4 始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ        

5 残業や休日労働の免除    

6 介護経費の援助                    (５)へお進みください 

7 在宅勤務 

8  その他(具体的に：                 ) 

9 いずれもない 

10 わからない 

 

（介護休業制度があった人に） 

ＳＱ１ あなたには介護休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               27ページ(６)へお進みください 
 

ＳＱ２ 介護休業期間の最長限度はどのくらいでしたか。次の中から１つだけお答えください。 

 

1 ３ヶ月まで           4 ６ヶ月を超え１年未満     7 期間の制限はなく、必要日数取得 

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     5 １年              できた 

3 ６ヶ月             6 １年を超える期間       8 わからない 

  

ＳＱ３ 介護休業の取得回数制限はどのように定められていましたか。あてはまるものを１つ選択し、取得できる回数をお答え

ください。「4 制限なし」の場合、回数はお答えくださらなくてもけっこうです。 

 

1 同一要介護者について                        4 制限なし 

2 同一要介護者の同一疾病について       (   )回       5 わからない 

3 その他(具体的に：         )  

 

(５) その方の介護のために、介護休業を取得しましたか。 

 

1 取得した                      2 取得しなかった      

28 ページ次の介護対象

者へお進みください 

27ページＳＱ１～３に 

お答えください 

27ページＳＱ４に 

お答えください 

⑬～○24

⑪⑫ 

⑨⑩＝02

○25  

○26

○27

○28

○30 ○31

○32

○29  
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（介護休業を取得した人に） 

ＳＱ１ 介護休業を何回取得しましたか。 

 

(   )回    

 

ＳＱ２ どのくらいの期間介護休業を取りましたか。２回以上取得した方は、合計の期間をお答えください。 

 

1 ３ヶ月以内           3 ６ヶ月            5 １年  

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     4 ６ヶ月を超え１年未満     6 １年を超える期間 

 

ＳＱ３ 介護休業を取得したのは、その方がどの状態の時期でしたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初 

2 状態が安定した時期        (６)へお進みください 

3 看取りの時期 

 

（介護休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ４ あなたが介護休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に介護休業制度がなかった 7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

2 職場に介護休業制度があることを知らなかった 8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

3 介護休業制度の内容が使いづらかった 9 休業を取得する必要がなかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 10 仕事をやめて介護に専念したかった 

5 休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った 11 家族が仕事をやめることを望んだ 

6 休業から復職するとき、仕事や職場に適応できるか不安だった 12 その他(具体的に：        ) 

 

(６) その方の介護のために、介護休業以外で仕事を休んだことがありますか。 

 

1 ある                  2 ない    (７)へお進みください 

 

ＳＱ どのような形態で休みましたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 年次有給休暇を取得した               4 休職した 

2 年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した    5 その他(具体的に：            ) 

3 欠勤した                      6 わからない 

 

(７) その方を介護するために、お仕事の調整を行いましたか。職場における両立支援制度の有無にかかわらず、あなたが行ったも

のをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱ１～ＳＱ３にお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした  

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった       

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：         )  

10 仕事の調整はしなかった                    

 

 

 

28ページ次の介護対象者へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ３

にお答えください 

ＳＱ１ どのくらいの期間、お仕事の調整をしましたか。複数

の調整を行った方は、合計の期間をお答えください。

 

1 ３ヶ月以内        4 ６ヶ月を超え１年未満

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満  5 １年      

3 ６ヶ月          6 １年を超える期間 

 

ＳＱ２ お仕事の調整をしたのは、その方がどの状態の時期で

したか。次の中から何らかの調整をした時期をすべてお

答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初  

2 状態が安定した時期  

3 看取りの時期 

 

ＳＱ３ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上の地位は変わ

りましたか。 

 

1 変わった     2 変わらない 
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 ３人目のご家族の介護について  （介護経験が２人の場合は32ページ問18へお進みください） 

(１) どのご家族を介護しました（しています）か。次の中から１つ選択してください。 

 

1 配偶者          7 自分の祖父(母方)      13 配偶者の祖母(母方) 

2 自分の父親        8 自分の祖母(父方)       14 自分の兄弟姉妹(義理を含む) 

3 自分の母親        9 自分の祖母(母方)      15 配偶者の兄弟姉妹(義理を含む) 

4 配偶者の父親      10 配偶者の祖父(父方)     16 子ども 

5 配偶者の母親      11 配偶者の祖父(母方)     17 子の配偶者 

6 自分の祖父(父方)    12 配偶者の祖母(父方)     18 その他の家族･親族 

 

(２) あなたがその方を介護していた時期は、いつですか。介護を中断していた期間がある方は、その期間も含めてお答えください。 

 

（    ）年（    ）月から（    ）年（    ）月まで 

 

(３) その方を介護する必要が生じた当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、派遣社員）     (４)から(７)にお答えください 

2 勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･個人経営･自由業･家族従業員･内職) 

3 仕事をしていなかった       

 

(４) その方を介護する必要が生じた当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と介護の両立支援制度がありましたか。あては

まるものをすべてお答えください。また、勤め先に介護休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 介護休業制度              

2 短時間勤務制度    

3 フレックスタイム    

4 始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ        

5 残業や休日労働の免除    

6 介護経費の援助                    (５)へお進みください 

7 在宅勤務 

8  その他(具体的に：                 ) 

9 いずれもない 

10 わからない 

 

（介護休業制度があった人に） 

ＳＱ１ あなたには介護休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               29ページ(６)へお進みください 
 

ＳＱ２ 介護休業期間の最長限度はどのくらいでしたか。次の中から１つだけお答えください。 

 

1 ３ヶ月まで           4 ６ヶ月を超え１年未満     7 期間の制限はなく、必要日数取得 

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     5 １年              できた 

3 ６ヶ月             6 １年を超える期間       8 わからない 

  

ＳＱ３ 介護休業の取得回数制限はどのように定められていましたか。あてはまるものを１つ選択し、取得できる回数をお答え

ください。「4 制限なし」の場合、回数はお答えくださらなくてもけっこうです。 

 

1 同一要介護者について                        4 制限なし 

2 同一要介護者の同一疾病について       (   )回       5 わからない 

3 その他(具体的に：         )  

 

(５) その方の介護のために、介護休業を取得しましたか。 

 

1 取得した                      2 取得しなかった      

30 ページ次の介護対象

者へお進みください 

29ページＳＱ１～３に 

お答えください 

29ページＳＱ４に 

お答えください 

⑬～○24

⑪⑫ 
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（介護休業を取得した人に） 

ＳＱ１ 介護休業を何回取得しましたか。 

 

(   )回    

 

ＳＱ２ どのくらいの期間介護休業を取りましたか。２回以上取得した方は、合計の期間をお答えください。 

 

1 ３ヶ月以内           3 ６ヶ月            5 １年  

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     4 ６ヶ月を超え１年未満     6 １年を超える期間 

 

ＳＱ３ 介護休業を取得したのは、その方がどの状態の時期でしたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初 

2 状態が安定した時期        (６)へお進みください 

3 看取りの時期 

 

（介護休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ４ あなたが介護休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に介護休業制度がなかった 7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

2 職場に介護休業制度があることを知らなかった 8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

3 介護休業制度の内容が使いづらかった 9 休業を取得する必要がなかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 10 仕事をやめて介護に専念したかった 

5 休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った 11 家族が仕事をやめることを望んだ 

6 休業から復職するとき、仕事や職場に適応できるか不安だった 12 その他(具体的に：        ) 

 

(６) その方の介護のために、介護休業以外で仕事を休んだことがありますか。 

 

1 ある                  2 ない    (７)へお進みください 

 

ＳＱ どのような形態で休みましたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 年次有給休暇を取得した               4 休職した 

2 年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した    5 その他(具体的に：            ) 

3 欠勤した                      6 わからない 

 

(７) その方を介護するために、お仕事の調整を行いましたか。職場における両立支援制度の有無にかかわらず、あなたが行ったも

のをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱ１～ＳＱ３にお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした  

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった       

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：         )  

10 仕事の調整はしなかった                    

 

 

 

30ページ次の介護対象者へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ３

にお答えください 

ＳＱ１ どのくらいの期間、お仕事の調整をしましたか。複数

の調整を行った方は、合計の期間をお答えください。

 

1 ３ヶ月以内        4 ６ヶ月を超え１年未満

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満  5 １年      

3 ６ヶ月          6 １年を超える期間 

 

ＳＱ２ お仕事の調整をしたのは、その方がどの状態の時期で

したか。次の中から何らかの調整をした時期をすべてお

答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初  

2 状態が安定した時期  

3 看取りの時期 

 

ＳＱ３ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上の地位は変わ

りましたか。 

 

1 変わった     2 変わらない 

○36  

○37  

○38

○39

○41

○42

○43

○40  

○33 ○34  

○35  

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －322－

 ４人目のご家族の介護について  （介護経験が３人の場合は32ページ問18へお進みください） 

(１) どのご家族を介護しました（しています）か。次の中から１つ選択してください。 

 

1 配偶者          7 自分の祖父(母方)      13 配偶者の祖母(母方) 

2 自分の父親        8 自分の祖母(父方)       14 自分の兄弟姉妹(義理を含む) 

3 自分の母親        9 自分の祖母(母方)      15 配偶者の兄弟姉妹(義理を含む) 

4 配偶者の父親      10 配偶者の祖父(父方)     16 子ども 

5 配偶者の母親      11 配偶者の祖父(母方)     17 子の配偶者 

6 自分の祖父(父方)    12 配偶者の祖母(父方)     18 その他の家族･親族 

 

(２) あなたがその方を介護していた時期は、いつですか。介護を中断していた期間がある方は、その期間も含めてお答えください。 

 

（    ）年（    ）月から（    ）年（    ）月まで 

 

(３) その方を介護する必要が生じた当時、あなたはお仕事をしていましたか。 

 

1 勤めていた（正規従業員、パート・アルバイト、契約社員、派遣社員）     (４)から(７)にお答えください 

2 勤め以外の仕事だった(経営者･役員･自営業主･個人経営･自由業･家族従業員･内職) 

3 仕事をしていなかった       

 

(４) その方を介護する必要が生じた当時、あなたの勤め先には、次のような仕事と介護の両立支援制度がありましたか。あては

まるものをすべてお答えください。また、勤め先に介護休業制度があった方は、ＳＱにお答えください。 

 

1 介護休業制度              

2 短時間勤務制度    

3 フレックスタイム    

4 始業･終業時刻の繰上げ・繰下げ        

5 残業や休日労働の免除    

6 介護経費の援助                    (５)へお進みください 

7 在宅勤務 

8  その他(具体的に：                 ) 

9 いずれもない 

10 わからない 

 

（介護休業制度があった人に） 

ＳＱ１ あなたには介護休業制度が適用されていましたか。 

 

1 適用されていた      2 適用されていなかった      3 わからない 

 

ＳＱ２、ＳＱ３にお答えください               31ページ(６)へお進みください 
 

ＳＱ２ 介護休業期間の最長限度はどのくらいでしたか。次の中から１つだけお答えください。 

 

1 ３ヶ月まで           4 ６ヶ月を超え１年未満     7 期間の制限はなく、必要日数取得 

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     5 １年              できた 

3 ６ヶ月             6 １年を超える期間       8 わからない 

  

ＳＱ３ 介護休業の取得回数制限はどのように定められていましたか。あてはまるものを１つ選択し、取得できる回数をお答え

ください。「4 制限なし」の場合、回数はお答えくださらなくてもけっこうです。 

 

1 同一要介護者について                        4 制限なし 

2 同一要介護者の同一疾病について       (   )回       5 わからない 

3 その他(具体的に：         )  

 

(５) その方の介護のために、介護休業を取得しましたか。 

 

1 取得した                      2 取得しなかった      

32ページ問18へ 

お進みください 

31ページＳＱ１～３に 

お答えください 

31ページＳＱ４に 

お答えください 
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（介護休業を取得した人に） 

ＳＱ１ 介護休業を何回取得しましたか。 

 

(   )回    

 

ＳＱ２ どのくらいの期間介護休業を取りましたか。２回以上取得した方は、合計の期間をお答えください。 

 

1 ３ヶ月以内           3 ６ヶ月            5 １年  

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満     4 ６ヶ月を超え１年未満     6 １年を超える期間 

 

ＳＱ３ 介護休業を取得したのは、その方がどの状態の時期でしたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初 

2 状態が安定した時期        (６)へお進みください 

3 看取りの時期 

 

（介護休業を取得しなかった人に） 

ＳＱ４ あなたが介護休業を取得しなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 職場に介護休業制度がなかった 7 上司の理解を得るのが難しいと思った 

2 職場に介護休業制度があることを知らなかった 8 休業を取得して収入を減らしたくなかった 

3 介護休業制度の内容が使いづらかった 9 休業を取得する必要がなかった 

4 休業を取得したら同僚に迷惑がかかると思った 10 仕事をやめて介護に専念したかった 

5 休業を取得したら昇進・昇級に影響があると思った 11 家族が仕事をやめることを望んだ 

6 休業から復職するとき、仕事や職場に適応できるか不安だった 12 その他(具体的に：        ) 

 

(６) その方の介護のために、介護休業以外で仕事を休んだことがありますか。 

 

1 ある                  2 ない    (７)へお進みください 

 

ＳＱ どのような形態で休みましたか。次の中からあてはまるものをすべてお答えください。 

 

1 年次有給休暇を取得した               4 休職した 

2 年休、介護休業以外の休暇・休業制度を利用した    5 その他(具体的に：            ) 

3 欠勤した                      6 わからない 

 

(７) その方を介護するために、お仕事の調整を行いましたか。職場における両立支援制度の有無にかかわらず、あなたが行ったも

のをすべてお答えください。また、何らかの調整をした方は、ＳＱ１～ＳＱ３にお答えください。 

 

1 １日の所定労働時間を短縮した  

2 週の所定労働日数を減らした  

3 残業しなかった  

4 休日労働をしなかった       

5 始業･終業時刻を繰上げ･繰下げした  

6 フレックスタイムに変更した  

7 自宅で仕事をした  

8 仕事の内容を変えた  

9 その他(具体的に：         )  

10 仕事の調整はしなかった                    

 

 

 

32ページ問18へお進みください 

１～９に回答した方はＳＱ１～ＳＱ３

にお答えください 

ＳＱ１ どのくらいの期間、お仕事の調整をしましたか。複数

の調整を行った方は、合計の期間をお答えください。

 

1 ３ヶ月以内        4 ６ヶ月を超え１年未満

2 ３ヶ月を超え６ヶ月未満  5 １年      

3 ６ヶ月          6 １年を超える期間 

 

ＳＱ２ お仕事の調整をしたのは、その方がどの状態の時期で

したか。次の中から何らかの調整をした時期をすべてお

答えください。 

 

1 介護の必要が生じた当初  

2 状態が安定した時期  

3 看取りの時期 

 

ＳＱ３ お仕事の調整にあたり、あなたの従業上の地位は変わ

りましたか。 

 

1 変わった     2 変わらない 

○36  

○37  

○38

○39

○41

○42

○43

○40  

○33 ○34  

○35  

労働政策研究報告書No.64

労働政策研究・研修機構（JILPT）



 

 －324－

（全員にうかがいます。） 

問18 現在、あなたは、自治会活動、ボランティア、趣味の活動など、地域とつながりのある活動をしていますか。た 

だし、団体や会に入っていても、あなた自身が実際に活動していないものは「していない」とお考えください。 

 

 1 2 

  している                 していない 

                             問19へ 

 

 ＳＱ１ あなたがしている活動は、次のうちどれにあてはまりますか。あてはまるものをすべてお答えください。 

（○はいくつでも） 

 

 1 2 3 4 

町内会、自治      ボランティア、     スポーツ・教      その他 
会、婦人会な      NPO、生協など      養・娯楽など      （具体的に：    ） 
どの地域活動      の市民活動       の趣味的活動  

                                                                                        問19へ 

 

（１に回答した方はＳＱ２にお答えください。）  

ＳＱ２ 会や団体の役員や委員をしていますか。 

 

1 している  

2 していない 

    

（２に回答した方はＳＱ３にお答えください。） 

ＳＱ３ 子育て支援や高齢者の介護・援助にかかわる活

動をしていますか。 

  (1)  子育て支援にかかわる活動をしていますか。

 

1 している  

2 していない 

 

(2) 高齢者の介護・援助にかかわる活動をしてい

ますか。 

 

1 している  

2 していない 

 

問19 過去１年間のあなた個人の収入は、税込みで次のどれに近いでしょうか。臨時収入、副収入も含めてお答えくだ 

さい。（2000万円以上の場合は、具体的な金額をお答えください。） 

1 25万円未満 

2 50万円位 

3 100万円位 

4 150万円位 

5 200万円位 

6 250万円位 

7 300万円位 

8 350万円位 

9 400万円位 

10 450万円位  

11 500万円位 

12 550万円位 

13 600万円位 

14 650万円位 

15 700万円位 

16 750万円位 

17 800万円位 

18 850万円位 

19 900万円位 

20 950万円位  

21 1000万円位 

22 1100万円位 

23 1200万円位 

24 1300万円位 

25 1400万円位 

26 1500万円位 

27 1600万円位 

28 1700万円位 

29 1800万円位 

30 1900万円位  

31 2000万円以上→（     ）万円 

32 収入はない 

33 わからない 

 

どうもありがとうございます。 

 

⑦⑧＝03 

○51

○56○57 

○58～○61

○52

○54

○55

○53 
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 －325－

西暦・元号・年齢 対応表 
 
 

満年齢は2005（平成17）年12月31日時点のもの 
（調査月以降に誕生日を迎える人は、満年齢が1歳、繰り下がる） 

 

西暦 元号 満年齢 西暦 元号 満年齢 西暦 元号 満年齢

1930年 昭和5年 75歳 1950年 昭和25年 55歳 1980年 昭和55年 25歳

1931年 昭和6年 74歳 1951年 昭和26年 54歳 1981年 昭和56年 24歳

1932年 昭和7年 73歳 1952年 昭和27年 53歳 1982年 昭和57年 23歳

1933年 昭和8年 72歳 1953年 昭和28年 52歳 1983年 昭和58年 22歳

1934年 昭和9年 71歳 1954年 昭和29年 51歳 1984年 昭和59年 21歳

1935年 昭和10年 70歳 1955年 昭和30年 50歳 1985年 昭和60年 20歳

1936年 昭和11年 69歳 1956年 昭和31年 49歳 1986年 昭和61年 19歳

1937年 昭和12年 68歳 1957年 昭和32年 48歳 1987年 昭和62年 18歳

1938年 昭和13年 67歳 1958年 昭和33年 47歳 1988年 昭和63年 17歳

1939年 昭和14年 66歳 1959年 昭和34年 46歳 1989年 平成元年 16歳

1940年 昭和15年 65歳 1960年 昭和35年 45歳 1990年 平成2年 15歳

1941年 昭和16年 64歳 1961年 昭和36年 44歳 1991年 平成3年 14歳

1942年 昭和17年 63歳 1962年 昭和37年 43歳 1992年 平成4年 13歳

1943年 昭和18年 62歳 1963年 昭和38年 42歳 1993年 平成5年 12歳

1944年 昭和19年 61歳 1964年 昭和39年 41歳 1994年 平成6年 11歳

1945年 昭和20年 60歳 1965年 昭和40年 40歳 1995年 平成7年 10歳

1946年 昭和21年 59歳 1966年 昭和41年 39歳 1996年 平成8年 9歳

1947年 昭和22年 58歳 1967年 昭和42年 38歳 1997年 平成9年 8歳

1948年 昭和23年 57歳 1968年 昭和43年 37歳 1998年 平成10年 7歳

1949年 昭和24年 56歳 1969年 昭和44年 36歳 1999年 平成11年 6歳

1970年 昭和45年 35歳 2000年 平成12年 5歳

1971年 昭和46年 34歳 2001年 平成13年 4歳

1972年 昭和47年 33歳 2002年 平成14年 3歳

1973年 昭和48年 32歳 2003年 平成15年 2歳

1974年 昭和49年 31歳 2004年 平成16年 1歳

1975年 昭和50年 30歳 2005年 平成17年 0歳

1976年 昭和51年 29歳

1977年 昭和52年 28歳

1978年 昭和53年 27歳

1979年 昭和54年 26歳
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